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４月１８日にオープンした三瓶自然館の新館に展示してある埋没スギ。三瓶山の北麓に
ある三瓶小豆原埋没林で発掘されたもので、３５００年前頃の三瓶の噴火によって地中に埋
もれた。左の幹は長さが１０ｍを越え、これほど大きな幹が直立している埋没林は全国的
にも珍しい。
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－１－

今
年
四
月
十
八
日
、

三
瓶
自
然
館
が
拡
充
整
備

さ
れ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今

回
の
拡
充
整
備
で
は
、
自

然
史
系
博
物
館
機
能
の
充

実
が
図
ら
れ
、
メ
イ
ン
の

展
示
部
分
と
な
る
五
階
建

て
の
新
館
お
よ
び
、
企
画

展
示
室
と
レ
ク
チ
ャ
ー

ル
ー
ム
（
研
修
室
）
を
備

え
た
別
館
が
加
わ
り
ま
し

た
。
新
館
の
展
示
は
、
島

根
県
の
自
然
の
成
り
立
ち

を
紹
介
す
る
「
環
日
本
海

地
域
の
自
然
コ
ー
ナ
ー
」

や
、
六
十
セ
ン
チ
の
大
型

反
射
望
遠
鏡
や
集
団
天
体

観
測
施
設
を
備
え
た
「
天

文
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
充
実

し
た
内
容
で
す
。
な
か
で

も
、
大
田
市
三
瓶
町
で
発

見
さ
れ
た
「
三
瓶
小
豆
原

埋
没
林
」
か
ら
掘
り
出
さ

れ
た
巨
木
は
展
示
の
目
玉

の
ひ
と
つ
で
す
。

埋
没
林
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
三
瓶
小
豆
原
埋
没

林
で
発
掘
さ
れ
た
幹
長

十
メ
ー
ト
ル
の
ス
ギ
と

巨
大
な
根
株
が
、
二
階

か
ら
四
階
ま
で
の
吹
き

抜
け
に
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
長
い
間
地
中
に

埋
も
れ
て
い
た
た
め

に
、
表
面
は
黒
く
な
っ

て
い
ま
す
（
一
部
は
樹

皮
が
炭
化
し
て
い
ま

す
）
が
、
樹
皮
も
そ
の

ま
ま
に
残
っ
た
巨
木
は

ま
る
で
生
き
て
い
る
か

の
よ
う
な
迫
力
で
す
。

こ
の
巨
木
の
標
本
は
、

乾
燥
に
よ
る
劣
化
を
防

ぐ
た
め
に
、
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
と
い

う
物
質
の
水
溶
液
を
一

日
数
回
シ
ャ
ワ
ー
状
に

散
布
し
て
、
将
来
的
に

は
乾
燥
状
態
で
展
示
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
保
存
処
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。

４月１８日にリニューアルオープンした三瓶自然館サヒメル



－２－

展
示
し
て
あ
る
埋
没
木
の

発
掘
は
、
一
九
九
九
年
か
ら

二
年
を
か
け
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
は
じ
め
に
根
株
が
発
掘

さ
れ
、
次
に
幹
長
十
メ
ー
ト

ル
の
幹
が
発
掘
さ
れ
ま
し

た
。
埋
没
木
が
埋
も
れ
て
い

る
地
層
は
大
部
分
が
細
か
な

火
山
灰
で
、
し
か
も
地
下
水

量
が
多
い
こ
と
か
ら
深
く
掘

り
下
げ
る
こ
と
が
困
難
で

す
。
比
較
的
浅
い
場
所
に

あ
っ
た
根
株
は
、
一
般
的
な

鋼
矢
板
で
囲
っ
て
掘
削
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
長
い

方
の
幹
は
周
囲
を
強
固
な
鋼

管
矢
板
で
囲
っ
て
、
直
径
八

メ
ー
ト
ル
の
「
地
下
ビ
ル
」

を
建
設
し
、
そ
の
内
側
を
掘

削
し
ま
し
た
。
水
抜
き
井
戸

か
ら
常
時
地
下
水
を
く
み
上

げ
な
が
ら
、
掘
り
下
げ
作
業

と
同
時
に
、
埋
没
林
の
形
成

過
程
を
解
明
す
る
た
め
に
地

層
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

地
層
の
調
査
か
ら
、
巨
木

が
埋
も
れ
る
ま

で
に
い
く
つ
か

の
出
来
事
が

あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し

た
。
巨
木
は
最

初
に
泥
流
に
襲

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
泥
流
は
、

三
瓶
の
火
山
活

動
に
よ
っ
て
古

い
山
体
が
崩
壊

し
て
発
生
し
た

大
規
模
な
土
石

流
（
岩
屑
な

だ
れ
）
の
末
端
で
す
。
小

豆
原
の
谷
は
土
石
流
の
直

撃
コ
ー
ス
か
ら
わ
ず
か
に

外
れ
て
い
た
た
め
、
巨
木

は
倒
さ
れ
ず
に
立
っ
た
ま

ま
で
埋
も
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
土
石
流
が
流
れ
下
る

途
中
で
な
ぎ
倒
し
た
た
く

さ
ん
の
木
々
が
土
砂
と
一

緒
に
流
れ
込
ん
で
堆
積
し

ま
し
た
。
次
に
巨
木
は
火

砕
流
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

火
砕
流
は
か
な
り
の
温
度

を
持
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ

ま
す
が
、
巨
木
は
樹
皮
の
ご

く
表
層
が
炭
化
し
て
い
る
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
火
砕
流
が
流

れ
込
ん
で
堆
積
し
た
直
後

に
、
水
が
流
れ
込
ん
で
温
度

が
急
激
に
低
下
し
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
、
火
砕

流
の
地
層
の
上
部
は
、
水
の

流
れ
で
運
ば
れ
て
堆
積
し
た

火
山
灰
の
地
層
に
変
化
し
て

い
ま
す
。
水
に
運
ば
れ
た
火

山
灰
は
静
か
に
、
さ
ら
に
深

く
巨
木
を
埋
め
て
い
き
ま
し

た
。
巨
木
が
深
く
埋
も
れ
た

理
由
は
、
谷
の
下
流
部
が
土

石
流
の
土
砂
に
よ
っ
て
せ
き

止
め
ら
れ
、
周
囲
か
ら
水
と

一
緒
に
火
山
灰
が
流
れ
込
ん

だ
た
め
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
巨
木
は
三

瓶
の
噴
火
に
伴
う
い
く
つ
か

の
出
来
事
に
よ
っ
て
地
下
深

く
埋
も
れ
ま
し
た
。
巨
木
が

埋
も
れ
た
年
代
は
、
放
射
性

炭
素
年
代
測
定
法
に
よ
っ
て

三
五
〇
〇
〜
三
七
〇
〇
年
前

と
い
う
測
定
値
が
得
ら
れ
て

埋没スギ（根株）の発掘作業中（１９９９年）

発掘直後の巨大な幹（２０００年）



－３－

い
ま
す
。
地
中
に
埋
も
れ
た

巨
木
は
三
五
〇
〇
年
以
上
も

の
間
、
ほ
と
ん
ど
腐
る
こ
と

も
な
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。

小
豆
原
の
地
下
は
地
下
水
が

豊
富
で
す
。
地
下
水
に
よ
っ

て
、
巨
木
は
空
気
か
ら
遮
断

さ
れ
、
木
材
が
腐
朽
す
る
原

因
と
な
る
虫
や
菌
類
な
ど
か

ら
守
ら
れ
た
の
で
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て

形
成
さ
れ
た
三

瓶
小
豆
原
埋
没

林
が
発
見
さ
れ

た
き
っ
か
け

は
、
一
九
八
三

年
に
小
豆
原
地

区
で
行
わ
れ
た

圃
場
整
備
で
し

た
。
こ
の
時
、

二
本
の
直
立
し

た
巨
木
が
出
現

し
ま
し
た
。
巨

木
は
一
部
が
切

り
出
さ
れ
、
そ

の
こ
と
は
地
元

以
外
で
は
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
な

い
ま
ま
で
し
た
が
、
数
年
後

に
、
そ
の
時
の
写
真
を
目
に

し
た
大
田
市
在
住
の
松
井
整

司
氏
（
島
根
県
地
学
会
顧

問
）
が
埋
没
林
と
し
て
の
学

術
的
価
値
を
指
摘
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
三
瓶
自
然
館

の
拡
充
整
備
事
業
に
伴
い
、

島
根
県
に
よ
る
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
、
一
九
九
八
年
、
地

中
に
林
立
す
る
多
数
の
巨
木

が
発
見
さ
れ
た
の
で

す
。全

国
的
に
も
珍
し

い
、
巨
木
が
そ
の
ま

ま
残
っ
た
埋
没
林

は
、
縄
文
時
代
の
豊

か
な
自
然
と
三
瓶
山

の
お
い
た
ち
を
私
た

ち
に
教
え
て
く
れ
る

貴
重
な
自
然
の
遺
産

で
す
。
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三瓶埋没林コーナー 

地下から掘り出された縄文時代のスギ
巨木。高さ１０�の幹は迫力十分！ 

ビジュアルドーム 
星空を案内するプラネタリウ
ムと、島根の自然を紹介する
全天周映画を上映していま
す。ドームに映し出される映
像は迫力満点です。 

直径６０㎝の反射望遠鏡が誘う星空の
世界。土曜日の夜は三瓶で天体観測！！ 

天文コーナー  

フィールドガイドコーナー 

環日本海の自然コーナー 

島根の大地は、いつどのようにして生まれ
たのかな？ 
動物や植物はどこからやってきたのだろう？ 
島根の自然史の謎を解き明かそう！！ 
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広
島
国
税
局
管
内
（
中
国

五
県
）
の
平
成
十
三
年
分
所

得
税
の
確
定
申
告
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

�
全
体
の
状
況

納
税
人
員
は
四
十
五
万
四

千
人
、
所
得
金
額
は
二
兆
一

千
六
百
七
十
八
億
円
、
申
告

納
税
額
は
一
千
九
十
一
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
前
年
分
と
比
較
す

る
と
、
納
税
人
員
は
三
・

五
％
、
所
得
金
額
は
三
・

八
％
、
申
告
納
税
額
は
五
・

二
％
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
還
付
申
告
は
、
前

年
よ
り
三
・
三
％
多
い
六
十

二
万
人
か
ら
提
出
さ
れ
、
過

去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

�
営
業
等
所
得
者

前
年
分
と
比
較
す
る
と
、

納
税
人
員
は
六
・
八
％
、
所

得
金
額
は
五
・
〇
％
、
申
告

納
税
額
は
二
・
五
％
減
少
し

ま
し
た
。

�
農
業
所
得
者

前
年
分
と
比
較
す
る
と
、

納
税
人
員
は
〇
・
八
％
、
所

得
金
額
は
〇
・
三
％
増
加
し

ま
し
た
が
、
申
告
納
税
額
は

一
・
八
％
減
少
し
ま
し
た
。

�
そ
の
他
所
得
者

前
年
分
と
比
較
す
る
と
、

納
税
人
員
は
二
・
三
％
、
所

得
金
額
は
三
・
五
％
、
申
告

納
税
額
は
六
・
四
％
減
少
し

ま
し
た
。

�
譲
渡
所
得
の
申
告
状
況

土
地
取
引
の
減
少
、
地
価

の
下
落
、
株
価
の
低
迷
等
の

影
響
に
よ
り
前
年
分
に
比
較

す
る
と
、
申
告
人
員
は
五
・

七
％
、
譲
渡
所
得
金
額
は
一

七
・
八
％
と
い
ず
れ
も
減
少

し
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
分
個
人
事
業

者
の
消
費
税
の
申
告
状
況

は
、
納
税
申
告
件
数
二
万
五

千
件
、
申
告
納
税
額
は
百
二

十
六
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
を
前
年
分
と
比
較
す

る
と
、
申
告
件
数
は
二
千

件
、
申
告
納
税
額
は
十
二
億

円
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
ま
し

た
。

【
消
費
税
の
申
告
状
況
】

【
所
得
税
の
申
告
状
況
】

確

定

申

告

の

状

況

平成１３年分申告所得税の確定申告状況
（石見大田署）

区　分 納税人員
（人）

所得金額
（百万円）

申告納税額
（百万円）

営業等 787 3,037 200

農　業 21 65 3

その他 1,602 6,867 217

合　計 2,410 9,969 420

平成１３年分申告所得税の確定申告状況
（広島国税局）

区　分 納税人員
（人）

所得金額
（百万円）

申告納税額
（百万円）

営業等 122,112 469,627 31,962

農　業 5,641 16,971 616

その他 326,685 1,681,193 76,533

合　計 454,438 2,167,791 109,111

平成１３年分消費税の確定申告状況
（石見大田署）

納税申告件数
（人）

申 告 納 税 額
（百万円）

2 8 5 2 0 3

平成１３年分消費税の確定申告状況
（広島国税局）

納税申告件数
（百人）

申 告 納 税 額
（百万円）

2 4 8 1 2 , 6 1 2

※　各欄の計数は、四捨五入後のものである。
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当
社
は
、
こ
の
た

び
、
乗
用
車
を
購
入
し

ま
し
た
が
、
こ
の
場
合
、
自

賠
責
保
険
料
を
支
払
う
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
自
賠

責
保
険
は
三
年
分
を
一
括
で

支
払
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。保

険
期
間
が
、
三
年
で
あ

り
、
一
年
を
超
え
る
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
未
経
過
部

分
に
つ
い
て
は
前
払
費
用
処

理
と
す
る
こ
と
と
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

継
続
し
て
支
出
時
の

損
金
と
し
て
い
る
と
き

は
、
そ
の
処
理
方
法
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

�
長
期
前
払
費
用

契
約
期
間
が
、
一
年
を
超

え
る
長
期
前
払
費
用
に
つ
い

て
は
、
未
経
過
期
間
に
対
応

す
る
部
分
に
つ
い
て
前
払
金

等
と
し
て
資
産
計
上
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
自
賠
責
保
険
料

自
賠
責
保
険
の
保
険
契
約

は
、
そ
の
契
約
が
強
制
さ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
一
種
の
租

税
公
課
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

し
、
ま
た
、
保
険
料
の
支
払

が
な
け
れ
ば
車
検
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
か
ら

す
る
と
、
車
検
費
用
の
一
部

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
自
賠
責
保

険
は
、
一
般
の
損
害
保
険
に

係
る
保
険
料
と
同
様
に
取
り

扱
う
こ
と
に
は
な
じ
ま
な
い

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
自
賠
責
保
険
に
係

る
保
険
料
も
、
金
額
が
少
額

で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

法
人
が
継
続
し
て
支
出
時
の

損
金
と
し
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
処
理
が
認
め
ら
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
社
は
、
Ａ
社
か
ら

製
品
倉
庫
と
し
て
建
物

を
賃
借
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
が
、
賃
貸
借
契
約
上
、
Ａ

社
を
保
険
契
約
者
お
よ
び
被

保
険
者
と
す
る
長
期
の
損
害

保
険
契
約
（
保
険
期
間
五

年
）
に
係
る
保
険
料
の
負
担

を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
場
合
、
当
社
の
負
担

す
る
保
険
料
は
ど
の
よ
う
に

取
り
扱
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

支
払
保
険
料
の
金
額

が
賃
借
料
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
ま
す
。

�
長
期
保
険
料

法
人
が
、
保
険
期
間
が
三

年
以
上
で
、
か
つ
、
当
該
保

険
期
間
満
了
後
に
満
期
返
戻

金
を
支
払
う
旨
の
定
め
の
あ

る
損
害
保
険
料
に
相
当
す
る

部
分
の
金
額
は
保
険
期
間
の

満
了
ま
た
は
保
険
契
約
の
解

除
も
し
く
は
失
効
の
時
ま
で

資
産
に
計
上
し
、
そ
の
他
の

部
分
の
金
額
は
期
間
の
経
過

に
応
じ
て
損
金
の
額
に
参
入

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
法
基
通
９
―
３
―
９
）。

�
賃
借
建
物
に
係
る
長
期
損

害
保
険
料

ご
質
問
の
よ
う
に
、
他
人

が
所
有
す
る
建
物
を
対
象
と

し
て
付
さ
れ
た
長
期
の
損
害

保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
を

賃
借
人
が
負
担
す
る
こ
と
も

ま
ま
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
保
険
契
約
者

お
よ
び
被
保
険
者
が
、
建
物

の
所
有
者
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
保
険
契
約
に
係
る
損
害

保
険
金
の
請
求
、
解
約
返
戻

金
お
よ
び
契
約
者
配
当
金
の

請
求
権
は
そ
の
建
物
の
所
有

者
に
あ
り
、
保
険
料
の
負
担

者
で
あ
る
賃
借
人
に
対
し
て

右
記
の
取
り
扱
い
を
適
用
す

る
こ
と
は
相
当
で
な
い
こ
と

と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
建
物
の
所

有
者
が
保
険
契
約
者
お
よ
び

被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
長

期
の
損
害
保
険
契
約
の
保
険

料
を
賃
借
人
で
あ
る
法
人
が

負
担
し
て
い
る
場
合
の
そ
の

支
払
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

そ
の
全
部
を
建
物
の
賃
借
料

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
（
法
基
通
９
―
３
―
１０
）。

す
な
わ
ち
、
支
払
保
険
料

を
積
立
部
分
と
掛
捨
部
分
と

に
区
分
し
な
い
で
、
そ
の
全

額
を
建
物
の
賃
借
料
と
し
て

期
間
の
経
過
に
応
じ
て
損
金

の
額
に
参
入
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
賃
借
人
が
保
険
契

約
者
お
よ
び
被
保
険
者
と

な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
長

期
の
損
害
保
険
契
約
に
係
る

保
険
料
の
取
り
扱
い
（
法
基

通
９
―
３
―
９
）
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
（
月
森
税
理
士
）

答 問

答 問

賃
借
建
物
に
係
る
長
期

損
害
保
険
料
の
取
扱
い

会
社
が
三
年
分
一
括
払

い
し
た
自
賠
責
保
険
料

の
取
扱
い
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昨
年
度
よ
り
青
年
部
も
組

織
化
し
親
会
と
同
じ
委
員
会

構
成
を
持
ち
、
各
委
員
会
に

委
員
長
、
副
委
員
長
、
所
属

委
員
の
配
属
を
決
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
々
の
委
員
会
に
於
い
て

は
親
会
の
活
動
に
併
せ
て
、

ま
た
時
に
は
率
先
し
て
企
画

に
始
ま
り
、
実
践
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

特
に
、
地
域
貢
献
活
動
に

つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
委
員

会
に
お
い
て
年
当
初
よ
り
波

多
野
委
員
長
（
瓦
の
ハ
タ
ノ

�
）
を
中
心
と
し
て
委
員
会

を
数
回
開
催
し
計
画
が
練
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
地
道
な
貢
献
活

動
を
行
う
べ
き
だ
と
い
っ
た

方
向
性
を
持
ち
な
が
ら
、
特

に
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し

て
い
ま
す
石
見
銀
山
を
支
援

す
る
事
業
を
と
の
声
が
強
く

あ
り
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す

石
見
銀
山
周
辺
の
清
掃
作
業

を
本
年
も
継
続
す
る
事
と
な

り
ま
し
た
。

場
所
に
つ
い
て
は
大
森
観

光
協
会
の
意
向
に
基
づ
い
て

行
う
事
と
し
て
、
時
期

は
三
月
末
、
雨
天
延
期

四
月
初
旬
と
九
月
の
二

回
を
予
定
し
数
回
に
わ

た
り
観
光
協
会
さ
ん
と

の
打
ち
合
わ
せ
を
し
、三

月
二
十
七
日
は
雨
天
の

為
延
期
し
四
月
十
二
日

の
決
行
と
な
り
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
次
項
掲
載
）

ま
た
、
石
見
銀
山
に

来
ら
れ
た
方
々
に
役
立

つ
物
を
と
の
観
点
か

ら
、
内
藤
会
員
（
�

内
藤
米
穀
店
）
の
発

想
か
ら
、
観
光
協
会

さ
ん
の
意
向
を
確
認

し
て
観
光
客
用
の
傘

を
寄
贈
す
る
こ
と
と

致
し
ま
し
た
。

観
光
を
さ
れ
る
方
々
に
利

用
頂
く
為
に
数
箇
所
に
分
け

て
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
町

並
み
に
合
う
傘
立
て
と
し
て

温
泉
津
町
の
特
産
品
で
あ
る

ハ
ン
ド
ウ
を
使
用
し
て
は
と

の
杉
谷
副
委
員
長
（
�
み
ど

り
や
）
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
温

泉
津
町
の
森

副
会
長
（
�

森

窯
業
）
の
交
渉
に
よ
っ

て
適
度
な
大
き
さ
の
ハ
ン
ド

ウ
を
温
泉
津
町
観
光
協
会
か

ら
無
償
で
提
供
頂
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ハ
ン
ド
ウ
の
傘
立

て
の
中
に
は
木
製
の
看
板
等

も
会
員
の
�
生
越
工
務
店
に

作
製
を
依
頼
し
、
ハ
ン
ド
ウ

六
個
、
傘
四
百
本
の
寄
贈
を

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
次
項
掲
載
）

こ
の
他
氏
名
は
載
せ
て
い

ま
せ
ん
が
率
先
し
て
活
動
に

当
た
る
会
員
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
多
く
の
方
々
の
協
力

の
下
で
本
年
度
の
地
域
貢
献

活
動
を
行
う
事
が
出
来
ま
し

た
。そ

の
他
の
委
員
会
に
お
き

ま
し
て
も
広
報
委
員
会
に
は

竹
腰
委
員
長
（
�
た
け
ご
し

家
具
）
が
親
会
の
委
員
会
に

出
向
し
こ
の
天
領
の
編
集
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
総
務
委
員
会
、
厚
生

委
員
会
に
も
青
年
部
よ
り
構

成
委
員
と
し
て
配
属
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

青
年
部
に
対
し
ま
し
て
、

よ
り
一
層
の
会
員
の
皆
様
の

ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

青 年 部 だ よ り

地域貢献活動の今年度の推移
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観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る

五
月
の
大
型
連
休
を
前
に
、

大
森
町
の
銀
山
公
園
に
て
、

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

雨
天
順
延
で
四
月
十
二
日
の

当
日
、
多
数
の
方
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
的
場
章
好
法
人

会
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

青
年
部
事
業
委
員
長
、
波
多

野
伸
考
氏
の
現
場
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
、
全
員
で
急
傾

斜
の
現
場
へ
と
向
か
い
ま
し

た
。

機
械
化
班
と
手
作
業
班
に

分
か
れ
、
作
業
は
開
始
で

す
。

駐
車
場
の
空
き
缶
や
ゴ
ミ

拾
い
の
後
、
大
森
町
の
シ
ン

ボ
ル
の
梅
の
木
が
植
樹
さ
れ

た
斜
面
の
草
刈
に
と
り
か
か

り
ま
し
た
。
足
場
が
悪
く
危

険
な
箇
所
に
も
か
か
わ
ら
ず

慣
れ
た
手
つ
き
で
、
草
刈
機

や
か
ま
で
、
か
ず
ら
や
ス
ス

キ
が
刈
り
と
ら
れ
て
い
き
ま

し
た
。

二
時
間
の
作
業
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん

の
手
際
良
い
仕
事
が
功
を
な

し
公
園
内
は
み
ち
が
え
る
ほ

ど
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
観
光

シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。
訪

れ
る
観
光
客
の
方
々
に
気
持

ち
良
く
公
園
を
散
策
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
こ

の
様
な
奉
仕
活
動
を
通
じ
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
心
地
良
い

汗
を
流
さ
れ
た
二
十
名
の
皆

さ
ま
、
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し

た
。

地
域
社
会
貢
献
運
動 
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世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す

石
見
銀
山
を
訪
れ
る
観
光
客

に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、

大
型
連
休
を
控
え
た
四
月
二

十
五
日
、
法
人
会
よ
り
、
大

森
町
観
光
協
会
に
貸
し
出
し

用
傘
四
百
本
と
傘
立
て
六
個

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

旧
大
森
代
官
所
前
で
あ
っ

た
寄
贈
式
で
は
、
的
場
章
好

法
人
会
会
長
か
ら
、
大
森
町

観
光
協
会
河
村
政
経
会
長
に

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

目
録
を
受
け
た
河
村
会
長

か
ら
は
、

「
大
森
町
で
一
九
五
七
年

に
文
化
財
保
存
会
を
結
成

し
、
町
民
挙
げ
て
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
た
活
動
を
し
て

い
る
。
こ
の
傘
が
一
役
買
っ

て
、
観
光
客
も
喜
ん
で
く
れ

る
で
し
ょ
う
」
と
お
礼
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
傘
立
て
は
、

半
斗

は
ん
ど
う

（
み
ず
が
め
）
と
呼
ば

れ
る
温
泉
津
町
特
産
の
焼
き

物
で
、
雨
の
多
い
こ
の
地
方

を
訪
れ
る
観
光
客
に
向
け

「
ご
自
由
に
お
使
い
下
さ
い

雨
の
大
森
散
策
に
…
」

と
書
い
た
木
札
を
付
け
て
、

町
並
み
交
流
セ
ン
タ
ー
、
代

官
所
前
、
観
光
案
内
所
、
龍

源
寺
間
歩
、
駐
車
場
な
ど
、

六
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
大
森
の
町
並
み
に
し
っ

く
り
と
溶
け
こ
ん
だ
傘
立
て

は
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
に

も
、
き
っ
と
喜
ば
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

地
域
社
会
貢
献
運
動 
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平
成
十
四
年
度
税
制
改
正

は
経
済
を
効
率
化
し
、
わ
が

国
経
済
の
基
本
的
な
成
長
力

を
高
め
る
た
め
、
税
制
面
に

お
い
て
経
済
社
会
の
構
造
変

化
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と

を
基
本
的
な
考
え
と
し
て
い

ま
す
。

一
、
同
族
会
社
の
留
保
金
課

税
の
軽
減

資
本
金
一
億
円
以
下
の
中

小
法
人
に
係
る
留
保
金
課
税

税
額
は
五
％
軽
減
さ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
は
平
成
十
四
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月

三
十
一
日
の
間
に
開
始
す
る

事
業
年
度
に
適
用
さ
れ
ま

す
。

二
、
交
際
費
の
損
金
不
算
入

制
度
の
定
額
控
除
の
引
上

げ資
本
金
一
千
万
円
超
五
千

万
円
以
下
の
法
人
の
定
額
控

除
限
度
額
が
、
三
百
万
円
か

ら
四
百
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日
以

後
開
始
事
業
年
度
に
つ
い
て

適
用
さ
れ
ま
す
。

三
、
中
小
企
業
投
資
促
進
税

制
の
延
長

中
小
企
業
者
等
が
、
機
械

等
を
取
得
し
た
場
合
等
の
特

別
償
却
又
は
法
人
税
額
の
特

別
控
除
は
、
次
の
よ
う
な
措

置
を
講
じ
た
上
で
適
用
期
限

が
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
連
結
納
税
制
度

今
国
会
で
成
立
す
る
見
通

し
の
連
結
納
税
制
度
は
、
一

体
経
営
を
行
っ
て
い
る
企
業

グ
ル
ー
プ
を
、
あ
た
か
も
一

つ
の
法
人
と
み
て
グ
ル
ー
プ

内
の
各
法
人
の
所
得
と
欠
損

を
通
算
し
て
法
人
税
を
課
税

す
る
制
度
で
す
。

�
適
用
対
象
法
人

内
国
法
人
で
あ
る
親
会
社

（
一
〇
〇
％
子
会
社
に
該
当

す
る
も
の
を
除
く
）
と
、
そ

の
親
会
社
に
発
行
済
株
式
の

全
部
を
直
接
又
は
間
接
に
保

有
さ
れ
る
す
べ
て
の
一
〇

〇
％
子
会
社
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
親
会
社
は
普
通
法
人
と

協
同
組
合
等
に
そ
し
て
一
〇

〇
％
子
会
社
は
普
通
法
人
に

限
り
ま
す
。

�
適
用
方
法

適
用
は
選
択
制
（
国
税
庁

長
官
の
承
認
）
と
し
、
一
旦

選
択
し
た
場
合
は
継
続
し
て

適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

�
申
告
・
納
付

親
会
社
が
連
結
所
得
に
対

す
る
法
人
税
の
申
告
・
納
付

を
し
ま
す
。
子
会
社
は
連
結

申
告
に
係
る
納
税
に
つ
い
て

連
帯
責
任
を
負
い
連
結
所
得

の
個
別
帰
属
額
等
を
記
載
し

た
書
類
を
税
務
署
に
提
出
し

ま
す
。

各
企
業
グ
ル
ー
プ
は
適
用

対
象
法
人
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
又
、
こ
の
制
度
を
適
用

す
る
と
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

か
な
ど
検
討
・
研
究
を
す
る

価
値
は
十
分
に
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
適
用
時
期
に
つ
い

て
は
平
成
十
四
年
四
月
一
日

以
後
に
開
始
し
、
か
つ
平
成

十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
後

に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
予

定
で
す
。

五
、
取
引
相
場
の
な
い
株
式

等
に
つ
い
て
の
相
続
税
の

課
税
価
格
の
減
額

個
人
が
相
続
又
は
遺
贈
に

よ
り
取
得
し
た
取
引
相
場
の

な
い
株
式
等
の
う
ち
、
発
行

済
株
式
総
数
の
三
分
の
一
以

下
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い

て
は
、
次
の
要
件
を
満
た
し

た
場
合
、
相
続
税
評
価
額
三

税税税税

制制制制

改改改改

正正正正

留保金 
課税対象額 税率 留保金課税額 
1,000万円 × 10％ ＝ 100万円 

留保金 
課税対象額 税率 
1,000万円 × 10％ ＝ 100万円 

軽減措置 留保金課税額 
100万円 × 95％ ＝ 95万円 

交際費の損金算入限度 

期末資本金の額 改 正 前 改 正 後 

1,000万円以下 

1,000万円超 

5,000万円以下 

5,000万円超 

改　正　な　し 

年300万円以下 
 20％損金不算入 
年300万円超 
 全額損金不算入 

年400万円以下 
 20％損金不算入 
年400万円超 
 全額損金不算入 

改　正　な　し 

改正前 改正後 

230万円 160万円 

300万円 210万円 

機械装置の取得価 

額の最低限度額 

リース費用総額の 

最低限度 
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億
円
を
限
度
と
し
て
、
相
続

税
の
課
税
価
額
が
一
〇
％
減

額
さ
れ
ま
す
。

�
そ
の
法
人
の
発
行
済
株
式

等
の
時
価
総
額
（
相
続
税
評

価
額
）
が
十
億
円
未
満
で
あ

る
こ
と
。

�
被
相
続
人
等
が
そ
の
法
人

の
発
行
済
株
式
の
総
数
等
の

五
〇
％
以
上
所
有
し
て
い
る

こ
と
。

�
相
続
人
が
相
続
税
の
申
告

期
限
ま
で
引
き
続
き
所
有
し

て
お
り
、
そ
の
法
人
の
役
員

等
の
地
位
を
有
し
て
い
る
こ

と
。平

成
十
四
年
一
月
一
日
以

後
の
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り

取
得
す
る
財
産
に
つ
い
て
適

用
さ
れ
ま
す
。

但
し
、
こ
の
特
例
制
度
を

選
択
し
た
場
合
に
は
小
規
模

宅
地
等
に
つ
い
て
の
相
続
税

の
課
税
価
格
の
計
算
の
特
例

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
い
ず

れ
か
一
方
の
特
例
の
選
択
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

有
利
不
利
の
判
断
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

六
、
証
券
税
制
関
係

�
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡

所
得
等
の
源
泉
分
離
選
択
課

税
制
度
は
平
成
十
四
年
十
二

月
三
十
一
日
で
廃
止
さ
れ
、

平
成
十
五
年
一
月
一
日
以
降

は
申
告
分
離
課
税
に
一
本
化

さ
れ
ま
す
。

�
�イ
平
成
十
五
年
一
月
一
日

以
後
に
上
場
株
式
等
を
譲
渡

し
た
場
合
の
税
率
が
現
行
の

二
六
％
か
ら
二
〇
％
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

�ロ
平
成
十
五
年
か
ら
平
成
十

七
年
ま
で
の
三
年
間
の
期
間

内
に
、
一
年
超
保
有
の
上
場

株
式
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の

税
率
を
前
記
�イ
に
か
か
わ
ら

ず
、
一
〇
％
と
さ
れ
ま
し

た
。

�
平
成
十
五
年
一
月
一
日
以

後
に
上
場
株
式
等
を
譲
渡
し

た
場
合
に
お
い
て
生
じ
た
損

失
の
金
額
の
う
ち
、
そ
の
年

の
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得

等
の
金
額
の
計
算
上
控
除
し

き
れ
な
い
金
額
に
つ
い
て

は
、
翌
年
以
後
三
年
間
に
わ

た
り
、
株
式
等
に
係
る
譲
渡

所
得
等
の
金
額
か
ら
繰
越
控

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

�
一
年
超
保
有
上
場
株
式
等

の
譲
渡
所
得
に
係
る
百
万
円

特
別
控
除
の
特
例
に
つ
い

て
、
そ
の
適
用
期
限
が
平
成

十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

�
平
成
十
五
年
一
月
一
日
か

ら
平
成
二
十
二
年
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
譲
渡
を

し
た
上
場
株
式
等
で
平
成
十

三
年
九
月
三
十
日
以
前
に
取

得
し
た
も
の
の
取
得
費
に
つ

い
て
は
、
選
択
に
よ
り
、
平

成
十
三
年
十
月
一
日
現
在
に

お
け
る
価
額
の
八
〇
％
相
当

額
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

�
平
成
十
三
年
十
一
月
三
十

日
か
ら
平
成
十
四
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
購
入

し
た
上
場
株
式
等
の
う
ち
、

購
入
額
の
合
計
額
が
一
千
万

円
に
達
す
る
ま
で
の
も
の

を
、
平
成
十
七
年
、
十
八
年

及
び
十
九
年
の
間
に
譲
渡
し

た
場
合
に
お
け
る
譲
渡
所
得

等
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要

件
の
下
で
非
課
税
と
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

�
平
成
十
五
年
一
月
一
日
以

降
は
申
告
分
離
課
税
に
一
本

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
伴
い
、
個
人

が
、
証
券
会
社
に
一
定
の
要

件
を
満
た
す
特
定
口
座
を
設

け
、
そ
の
特
定
口
座
を
通
じ

て
取
得
し
管
理
さ
れ
て
い
る

上
場
株
式
等
を
売
却
し
た
場

合
の
所
得
金
額
の
計
算
に
つ

い
て
は
、
他
の
株
式
の
売
却

に
よ
る
所
得
金
額
と
区
分
し

て
計
算
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
特

定
口
座
に
か
か
る
上
場
株
式

等
の
売
却
に
よ
る
所
得
に
つ

い
て
は
、
選
択
に
よ
り
そ
の

売
却
益
の
一
五
％
の
源
泉
所

得
税
を
証
券
会
社
が
徴
収
す

る
こ
と
に
よ
り
、
譲
渡
者
に

よ
る
申
告
を
不
要
と
す
る
制

度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
証
券
税
制
は
、

株
式
市
場
の
活
性
化
措
置
の

た
め
非
常
に
複
雑
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
や
ら
十
四
年

に
買
っ
て
十
七
年
に
売
る
の

が
一
番
の
得
策
の
よ
う
で

す
。

（
渡
辺
税
理
士
）

証券税制改正図 
該当番号 

�源泉分離 
　申告分離 
��イ税　率 
　�ロ１年超保有 
�損失の控除 
�１００万円控除 
�取得費の特例 
�非課税特例 
�特定口座 

１４年１月 １5年１月１日 １6年１月 １7年１月１日 １8年１月１日 １9年１月 20年１月１日 21年１月 22年１月 23年１月１日 

廃止 

26％ 20％ 
10％ 
3年繰越 

譲 渡 
譲 渡 取 得 

税率15％ 
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温
泉
津
町
で
毎

年
恒
例
と
な
っ
て

居
る
や
き
も
の
祭

り
が
今
年
も
四
月

二
十
七
日
、
二
十

八
日
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
温
泉
津

焼
の
歴
史
は
、
大

変
古
く
、
始
ま
り

は
江
戸
時
代
中
期

の
宝
永
年
間
（
一

七
〇
四
〜
一
七
〇

八
）
と
言
わ
れ
て

居
り
ま
す
。
約
三

百
年
以
上
前
の
事

に
な
り
ま
す
。
耐

火
度
の
高
い
良
質

の
粘
土
と
釉
薬
に

適
し
た
温
泉
津
長

石
の
産
地
で
有
る

事
と
、
北
前
船
の

寄
港
地
で
も
あ
っ

た
事
で
、
船
積
み

に
便
利
で
あ
り
、

遠
く
北
海
道
に
ま

で
運
ば
れ
当
時
の

温
泉
津
焼
の
代
表

で
あ
る
「
は
ん
ど
」

と
呼
ば
れ
る
大
き
な
水
瓶

は
、
正
に
全
国
区
の
商
品
で

あ
り
ま
し
た
。
か
よ
う
に
し

て
、
最
盛
期
の
昭
和
初
期
に

は
窯
元
も
十
一
軒
を
数
え
た

と
言
わ
れ
て
居
り
ま
す
。
こ

の
「
は
ん
ど
」
は
日
本
最
大

級
の
大
き
な
登
り
窯
で
、
来

待
石
の
粉
末

を
釉
薬
と
し

て
約
千
三
百

度
の
高
温
で

焼
成
さ
れ
、

温
泉
津
の
粘

土
と
来
待
石

の
釉
薬
の
融

合
に
よ
り
出

来
上
り
ま
し

た
。
高
温
で

焼
成
さ
れ
た

為
に
こ
の

「
は
ん
ど
」

は
非
常
に
丈

夫
で
大
変
便

利
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま

す
。
だ
か
ら

日
本
中
で
広

く
愛
用
さ
れ
て
い
た
事
と
思

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
時
代

の
流
れ
で
、
昭
和
三
十
年
代

に
な
る
と
、
水
道
等
の
普
及

に
よ
り
「
は
ん
ど
」
の
需
要

は
急
速
に
激
減
し
温
泉
津
焼

も
、
衰
退
し
て
行
き
ま
し

た
。

温泉津町 
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こ
の
温
泉
津
焼
の
衰
退
を

知
り
、
島
根
県
安
来
市
出
身

の
大
陶
芸
家
の
故
河
井
寛
次

郎
先
生
は
大
変
残
念
に
思
わ

れ
、
一
番
弟
子
の
故
荒
尾
常

藏
氏
に
温
泉
津
焼
復
興
の
手

伝
い
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

師
の
願
い
を
知
っ
た
故
荒
尾

常
藏
氏
は
家
族
を
連
れ
て
京

都
か
ら
こ
の
温
泉
津
町
に
移

住
し
、
昭
和
四
十
四
年
一
月

に
有
限
会
社
椿
窯
を
設
立
し

て
、「
は
ん
ど
」
か
ら
日
用

食
器
や
茶
器
、
花
器
の
生
産

に
切
換
え
て
温
泉
津
焼
の
再

興
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ

の
様
に
し
て
温
泉
津
焼
が
続

け
ら
れ
て
行
く
様
に
な
り
ま

し
た
。

そ
し
て
昭
和
六
十
三
年

（
一
九
八
八
年
）
か
ら
広
域

観
光
ル
ー
ト
事
業
（
三
瓶
山

〜
江
の
川
）
と
し
て
登
り
窯

周
辺
が
整
備
さ
れ
出
来
上
っ

た
の
が
、
や
き
も
の
の
里
で

す
。
こ
の
事
業
の
中
で
、
日

本
で
最
大
級
と
い
わ
れ
る
登

り
窯
二
基
の
修
復
工
事
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
観
光
客
や
陶
器
作
り
を

し
た
い
一
般
の
方
々
も
創
作

体
験
が
自
由
に
出
来
る
陶
芸

資
料
館
（
や
き
も
の
館
）
が

新
し
く
建
築
さ
れ
、
平
成
二

年
四
月
に
開
館
し
ま
し
た
。

翌
年
の
平
成
三
年
の
秋
に

は
、
修
復
さ
れ
た
日
本
最
大

級
と
い
わ
れ
る
登
り
窯
を
使

用
し
て
「
は
ん
ど
」
で
は
な

く
現
在
各
窯
元
で
作
ら
れ
て

い
る
日
用
食
器
や
花
器
を
入

れ
て
実
際
に
焼
け
る
も
の
か

ど
う
か
と
い
う
話
し
が
持
上

が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
温
泉

津
町
と
地
元
の
窯
元
と
で
話

し
合
い
が
行
な
わ
れ
、
そ
の

中
で
、
や
き
も
の
祭
り
の
計

画
が
出
て
来
ま
し
た
。
そ
こ

で
温
泉
津
町
が
や
き
も
の
祭

り
実
行
委
員
会
を
町
民
の
協

力
を
得
て
立
上
げ
ま
し
て
、

十
一
月
に
日
本
最
大
級
の
登

り
窯
を
地
元
の
四
窯
元
が
協

力
し
て
第
一
回
目
の
火
入
れ

を
行
な
い
、
窯
が
さ
め
る
の

に
合
わ
せ
て
第
一
回
温
泉
津

町
秋
の
や
き
も
の
祭
り
が
関

係
者
多
数
の
協
力
の
下
で
盛

大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
修

復
さ
れ
た
日
本
最
大
級
の
登

り
窯
の
新
窯
で
す
の
で
最
深

の
注
意
で
ゆ
っ
く
り
と
時
間

を
か
け
て
焚
き
上
げ
ら
れ
十

分
に
温
度
も
上
が
り
ま
し
た

の
で
後
は
ど
の
様
に
焼
上
っ

た
の
か
、
窯
出
し
が
大
変
に

楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
や

き
も
の
祭
り
の
当
日
、
沢
山

の
見
物
客
の
見
守
る
中
、
窯

出
し
を
行
な
い
ま
し
た
所
、

大
変
に
素
晴
ら
し
い
出
来
上

り
に
そ
の
場
に
居
合
せ
た
全

員
が
歓
声
を
あ
げ
て
喜
び
合

い
第
一
回
目
の
窯
焚
は
大
成

功
で
し
た
。
そ
れ
以
後
温
泉

津
町
で
は
毎
年
春
と
秋
の
年

二
回
登
り
窯
に
火
入
れ
を

し
、
や
き
も
の
祭
り
を
開
催

し
て
居
り
ま
す
。
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今
年
の
四
月
二
十
二
日
に

も
、
温
泉
津
町
が
修
復
し
た

日
本
で
最
大
級
の
登
り
窯

に
、
地
元
の
窯
元
が
協
同
で

窯
詰
め
を
し
、
町
長
は
じ
め

多
数
の
関
係
者
が
集
り
、
火

入
れ
式
を
行
な
い
、
約
三
十

時
間
を
か
け
て
千
三
百
度
を

超
え
る
温
度
に
ま
で
焚
き
上

げ
ま
し
た
。

ま
ず
大
口
と
呼
ば
れ
る
正

面
の
焚
き
口
で
約
二
十
時
間

か
け
て
ゆ
っ
く
り
温
度
を
上

げ
、
大
口
の
中
が
千
三
百
度

を
超
え
る
ま
で
焼
き
ま
す
。

そ
の
後
に
、
お
よ
そ
千
二
百

度
近
く
ま
で
温
度
の
上
が
っ

た
一
番
窯
の
横
焚
き
に
入

り
、
五
時
間
程
で
一
番
窯
の

中
が
千
三
百
度
を
超
え
る
ま

で
、
窯
を
焚
き
ま
し
た
、
次

い
で
約
千
二
百
度
近
く
ま
で

温
度
が
上
が
っ
た
二
番
窯
の

横
焚
き
に
移
り
、
こ
こ
も
五

時
間
程
か
け
て
窯
の
中
が
千

三
百
度
を
超
え
る
ま
で
窯
を

焼
き
ま
し
た
。
そ
の
間
窯
元

が
交
替
で
焚
き
続
け
ま
す
。

大
口
を
焚
い
て
い
る
間

に
、
観
光
客
や
地
元
の
人
々

が
次
々
に
見
学
に
来
ら
れ
た

り
、
中
に
は
割
木
を
焚
き
口

に
入
れ
る
体
験
を
し
た
り
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
も
温
泉
津

小
学
校
の
生
徒
達
が
、
窯
焚

き
の
体
験
を
し
て
居
り
ま
し

た
。
又
夜
通
し
で
窯
焚
き
を

見
学
に
来
ら
れ
た
観
光
客
も

有
り
、
や
は
り
中
に
は
焚
き

口
に
割
木
を
投
げ
入
れ
る
体

験
を
さ
れ
た
方
も
居
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
様
に
し
て
沢
山

の
方
々
が
、
に
ぎ
や
か
に
又

な
ご
や
か
に
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
の
日
本
最
大
級
の
登
り
窯

の
窯
焚
き
を
盛
り
上
げ
て
下

さ
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
焚
き
上
げ
た
窯

を
丸
四
日
か
け
て
ゆ
っ
く
り

さ
ま
し
、
や
き
も
の
祭
り
の

二
十
八
日
�
に
、
観
光
協
会

の
多
数
の
方
々
や
、
温
泉
津

町
役
場
職
員
の
多
数
の
方
々

の
協
力
を
い
た
だ
い
て
盛
大

に
窯
出
し
を
行
な
い
、
全
て

の
作
品
を
出
し
終
っ
て
か
ら

即
売
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

今
年
の
春
の
窯
出
し
も
上
々

の
焼
上
り
で
、
ど
の
窯
元
も

大
喜
び
で
し
た
。

今
年
は
多
く
の
観
光
客

の
中
に
、
焼
き
物
に
造
詣

の
深
い
、
江
口
副
知
事
も

来
て
居
ら
れ
、
上
々
の
焼

上
り
を
見
て
大
変
に
喜
ん

で
、
や
き
も
の
祭
り
を
楽

し
ん
で
帰
ら
れ
ま
し
た
。

沢
山
の
お
客
様
が
や
き

も
の
祭
り
に
み
え
て
、
御

陰
様
で
今
年
の
春
の
や
き

も
の
祭
り
も
大
変
盛
大
に

行
な
う
事
が
出
来
ま
し
て

関
係
者
一
同
心
よ
り
感
謝
致

し
て
居
り
ま
す
。

こ
の
や
き
も
の
祭
り
で
は

温
泉
津
焼
き
窯
元
の
抹
茶
茶

碗
を
使
っ
て
野
点
茶
席
も
開

催
さ
れ
て
居
り
ま
す
し
、
祭

り
期
間
中
は
、
や
き
も
の
館

は
入
場
無
料
と
な
っ
て
居
り

ま
す
。

今
年
の
秋
の
や
き
も
の
祭

り
は
、
十
月
二
十
六
日
�
、

二
十
七
日
�
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

是
非
共
多
く
の
方
々
が
、

友
人
、
知
人
を
誘
い
合
せ
て

来
ら
れ
ま
す
様
に
、
関
係
者

一
同
心
よ
り
御
待
ち
致
し
て

居
り
ま
す
。
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当
社
は
社
長
で
あ
る
私
が

一
〇
〇
％
出
資
を
所
有
す
る

同
族
会
社
で
す
が
、
最
近
不

景
気
の
あ
お
り
を
受
け
て
累

積
赤
字
が
拡
大
し
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
私
個
人
の
私

財
を
会
社
に
提
供
し
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
課
税
関
係
は

ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

現
金
と
株
式
や
不
動
産
の
場

合
で
は
、
処
理
等
に
違
い
が

あ
り
ま
す
か
。

会
社
に
と
っ
て
の
課
税
関

係
に
つ
い
て
は
、
社
長
か
ら

私
財
提
供
が
あ
っ
た
場
合

に
、
そ
の
提
供
さ
れ
た
私
財

の
時
価
に
相
当
す
る
金
額
が

受
贈
益
と
し
て
会
社
の
益
金

の
額
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
税
務

上
の
繰
越
欠
損
金
が
あ
る
場

合
に
は
、
こ
れ
と
相
殺
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
に
、

私
財
提
供
を
行
っ
た
社
長
に

と
っ
て
の
課
税
関
係
に
つ
い

て
は
、
そ
の
提
供
財
産
が
株

式
や
不
動
産
で
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
譲
渡
益
に
対
し
て

所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

１
　
受
贈
益
と
繰
越
欠
損
金

社
長
か
ら
私
財
提
供
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
よ
そ
か

ら
資
産
を
も
ら
っ
た
り
、
経

済
的
利
益
を
受
け
た
り
し
た

と
き
と
同
様
に
、
そ
の
贈
与

を
受
け
た
資
産
の
時
価
に
相

当
す
る
金
額
ま
た
は
供
与
を

受
け
た
経
済
的
利
益
に
相
当

す
る
額
を
そ
の
年
の
益
金
に

算
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
他
方
、
各
事
業
年
度
開

始
の
日
前
五
年
以
内
に
開
始

し
た
事
業
年
度
で
青
色
申
告

書
を
提
出
し
た
事
業
年
度
に

生
じ
た
欠
損
金
額
（「
繰
越

欠
損
金
」
と
い
い
ま
す
。）

が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
と

相
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
す
で
に
五
年
を
経
過
し

て
い
る
繰
越
欠
損
金
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
相
殺
が

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
�
商

法
の
整
理
開
始
の
命
令
が

あ
っ
た
場
合
、
�
破
産
法
の

破
産
宣
告
が
あ
っ
た
場
合
、

�
再
生
計
画
の
認
可
決
定
が

あ
っ
た
場
合
、
�
�
〜
�
に

準
ず
る
事
実
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
認
め
ら
れ
ま
す
。

２
　
増
資
に
よ
る
再
建

上
記
の
よ
う
に
、
受
贈
益

と
相
殺
す
る
こ
と
の
で
き
る

税
務
上
の
繰
越
欠
損
金
が
あ

る
場
合
に
は
、
法
人
税
の
課

税
関
係
は
生
じ
ま
せ
ん
が
、

相
殺
し
て
も
な
お
受
贈
益
が

残
る
場
合
に
は
、
課
税
関
係

が
生
じ
、
私
財
提
供
に
よ
る

資
本
増
強
の
効
果
が
薄
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

場
合
に
は
、
増
資
に
よ
る
資

本
増
強
も
検
討
し
て
み
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
増
資
に
よ

れ
ば
資
本
取
引
と
し
て
扱
わ

れ
る
た
め
、
特
殊
な
ケ
ー
ス

を
除
い
て
課
税
関
係
が
生
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
　
譲
渡
所
得
税

私
財
提
供
を
行
っ
た
社
長

に
は
、
譲
渡
所
得
の
課
税
が

行
わ
れ
ま
す
。
現
金
の
贈
与

の
場
合
に
は
譲
渡
所
得
は
生

じ
ま
せ
ん
が
、
株
式
や
不
動

産
を
提
供
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
贈
与
の
と
き
に
お
け
る

時
価
か
ら
そ
の
取
得
価
額
を

控
除
し
た
金
額
が
譲
渡
益
と

な
り
、
課
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
特
に
、
上
場
株

式
を
贈
与
す
る
場
合
に
は
、

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
申
告
分
離
課
税
と
源
泉

分
離
課
税
の
選
択
の
問
題
が

生
じ
ま
す
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。
上
場
株
式
を
贈
与
し

た
場
合
に
は
、
そ
の
譲
渡
益

に
は
申
告
分
離
課
税
方
式
に

よ
っ
て
所
得
税
二
〇
％
、
住

民
税
六
％
の
課
税
が
行
わ
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
譲
渡

益
が
か
な
り
生
ず
る
よ
う
な

場
合
に
は
証
券
会
社
を
通
じ

て
売
買
し
、
源
泉
分
離
課
税

方
式
を
通
用
し
た
う
え
で
現

金
を
贈
与
し
た
方
が
得
策
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

４
　
贈
与
税
に
注
意

ご
質
問
の
ケ
ー
ス
で
は
、

社
長
が
一
〇
〇
％
出
資
を
所

有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、
社
長
以
外
に
も
出

資
者
が
い
る
場
合
に
は
、
贈

与
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

社
長
が
私
財
を
提
供
す
る

と
、
そ
の
会
社
の
実
質
的
価

値
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
他
の
出
資
者
は
出
資

金
の
実
質
的
価
値
の
値
上
り

を
通
じ
て
経
済
的
利
益
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、

相
続
税
法
は
他
人
か
ら
経
済

的
利
益
を
受
け
た
も
の
と
し

て
、
贈
与
と
し
て
課
税
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
例
え
ば
一
口
の
時
価
が

多
額
の
欠
損
金
の
た
め
に
実

質
的
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
よ

う
な
場
合
に
は
、
そ
の
私
財

提
供
に
よ
っ
て
も
ゼ
ロ
と

な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う

よ
う
な
と
き
に
は
、
経
済
的

利
益
の
供
与
は
な
い
こ
と
に

な
る
の
で
、
贈
与
税
が
課
税

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
中
島
税
理
士
）

ミミミミ
ニニニニ
税税税税
務務務務
ココココ
ーーーー
ナナナナ
ーーーー

私
財
提
供
益
に
よ
る
会
社
再
建

―
解
　
説
―
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去
る
五
月
十
八
日
、
五
月

晴
れ
の
大
阪
市
北
区
に
佇
む

東
洋
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
近

畿
在
住
の
大
田
市
出
身
の
集

ま
り
「
近
畿
大
田
市
人
会
」

の
総
会
が
郷
土
か
ら
熊
谷

国

大
田
市
長
、
小
谷
正
美

市
議
会
議
長
、
寺
戸
隆
文
会

議
所
会
頭
を
先
頭
に
十
一
名

が
参
加
し
て
、
賑
や
か
に
ま

た
和
や
か
に
開
か
れ
ま
し

た
。

こ
の
近
畿
大

田
市
人
会
は

今
、
吾
郷
光
夫

会
長
（
大
森
）

の
も
と
総
勢
二

百
名
の
会
員
を

擁
さ
れ
、
昭
和

三
十
三
年
の
発

足
以
来
、
会
員

相
互
の
親
睦
を

深
め
、
大
田
市
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
関

西
で
開
く
郷
土
大
田

市
、
島
根
県
の
特
産

品
フ
ェ
ア
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
協
力
、
ま

た
企
業
誘
致
の
情
報

提
供
、
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
の
支
援
、
大
田

市
に
お
け
る
諸
行
事

へ
の
寄
付
の
推
進
な

ど
幅
広
く
活
動
を
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
岩

谷
産
業
�
の
創
始
者

岩
谷
直
治
氏
を
名
誉

会
長
と
し
て
、
毎
年

の
総
会
に
は
関
西
在

住
の
方
が
集
ま
り
、

大
田
か
ら
も
こ
れ
ま
で
市

長
・
会
議
所
会
頭
・
市
議
会

議
長
さ
ん
方
を
初
め
多
く
の

人
た
ち
が
出
か
け
て
交
流
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
の
大

田
市
の
施
策
と
し
て
地
場
産

業
の
振
興
、
観
光
の
事
業

化
、
企
業
誘
致

の
促
進
等
を
求

め
て
、
企
業
等

が
行
う
創
業
か

ら
新
製
品
、
新

技
術
の
研
究
開

発
、
販
路
の
開

拓
等
、
事
業
の

発
展
段
階
に
応

じ
た
相
談
業
務

や
新
規
立
地
に
関
す
る
情
報

の
収
集
と
提
供
の
た
め
に

「
ふ
る
さ
と
お
お
だ
企
業
振

興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」
が

新
設
さ
れ
、
近
畿
大
田
市
人

会
か
ら
事
務
局
長
で
�
シ
ナ

ガ
ワ
代
表
取
締
役
品
川
隆
幸

氏
（
富
山
）、
岩
谷
産
業
�

自
然
産
業
部
食
品
部
長
林
原

達
郎
氏
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

総
会
は
品
川
事
務
局
長
の

司
会
進
行
に
よ
り
始
ま
り
、

吾
郷
会
長
の
懐
か
し
い
故
郷

へ
の
想
い
を
込
め
な
が
ら
市

人
会
、
大
田
市
の
将
来
と
発

展
を
願
う
開
会
の
挨
拶
の

大阪　東洋ホテルにて 

総会　吾郷会長あいさつ

熊谷市長あいさつ

寺戸会頭あいさつ
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後
、
熊
谷
大
田
市
長
が
施
政

方
針
に
併
せ
て
石
見
銀
山
の

世
界
遺
産
登
録
へ
の
見
通

し
、
三
瓶
自
然
館
「
サ
ヒ
メ

ル
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
等
の
市
勢
の
近
況
報
告

を
な
さ
れ
、
寺
戸
会
議
所
会

頭
が
新
体
制
の
も
と
、
恵
ま

れ
た
観
光
資
源
を
生
か
し
た

観
光
立
市
へ
の
強
い
意
欲
と

取
り
組
み
を
披
露
さ
れ
、
よ

り
一
層
の
支
援
と

協
力
を
要
望
さ
れ

ま
し
た
。
会
員
の

皆
さ
ん
の
故
郷
へ

の
熱
い
想
い
が
伝

わ
る
総
会
で
、
早

く
も
明
年
は
五
月

二
十
四
日
�
に
総

会
日
程
が
決
ま
る

な
ど
ス
ム
ー
ズ
に

議
事
も
進
行
し
て

懇
親
会
へ
と
席
を

移
し
ま
し
た
。

懇
親
会
場
に
は

駆

け

つ

け

た

「
ロ
ー
ド
銀
山
」

の
ス
タ
ッ
フ
が
大
田
市
特
産

品
販
売
の
店
を
設
け
、
押
す

な
押
す
な
の
大
盛
況
で
開
会

時
刻
が
ず
れ
込
む
ほ
ど
で
し

た
。
若
芽
の
茶
漬
け
・
和
江

の
か
ま
ぼ
こ
等
が
人
気
で
、

値
段
も
少
し
安
め
で
売
り
切

れ
続
出
で
し
た
。

大
野
正
人
副
会
長
（
鳥

井
）
の
開
演
挨
拶
、
大
阪
芸

大
教
授
田
中
公
道
理
事
（
大

代
）
の
乾
杯
に
よ
り
和
気
あ

い
あ
い
の
懇
親
会
が
始
ま

り
、
大
田
の
地
酒
を
酌
み
交

わ
し
、
あ
の
町
は
今
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
あ
い
つ
は

元
気
か
と
ふ
る
さ
と
へ
の
想

い
に
花
が
咲
く
一
時
が
生
ま

れ
、
夏
に
は
帰
る
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
る
よ
、
三
瓶
へ

是
非
行
き
た
い
と
会
話
が
は

ず
ん
で
い
ま
し
た
。
な
か
に

は
来
年
は
で
れ
ん
か
も
し
な

い
、
と
寂
し
い
話
を
な
さ
る

問
題
　
黒
先
白
死

解
答
は
二
十
九
頁

白
の
急
所
を
つ
く
第
一

着
が
発
見
で
き
れ
ば
、

あ
と
は
や
さ
し
い

ご
年
輩
も
お
ら
れ
る
な
ど
少

し
会
員
の
高
齢
化
を
感
じ
ま

し
た
が
、
郷
土
の
先
達
と
し

て
ま
だ
ま
だ
活
躍
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
う
と
と
も

に
、
関
西
在
住
の
働
き
盛
リ

の
世
代
に
今
後
は
ど
し
ど
し

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

波多野副会頭　石見銀山説明

林監事乾杯

懇親会のようす
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《
企
業
の
歩
み
》

県
央
の
大
田
市
は
古
く
か

ら
地
下
資
源
に
恵
ま
れ
て
お

り
、
特
に
石
見
銀
山
の
「
銀
」

は
有
名
で
す
が
、
ほ
か
に

「
石
膏
」
「
ゼ
オ
ラ
イ
ト
」

「
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
」「
モ
ン
モ

リ
ロ
ナ
イ
ト
」
等
が
産
出
し

ま
す
。

昭
和
二
十
年
代
は
大
田
地

方
で
も
石
膏
の
採
掘
が
盛
ん

で
、
五
十
猛
町
で
も
日
満
石

膏
と
い
う
会
社
が
操
業
し
て

お
り
、
坑
内
採
掘
し
て
抗
外

で
精
製
し
、
温
泉
津
港
ま
で

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
後
、
船
で

県
外
へ
出
荷
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
と
し
て
は
、
従
業

員
数
（
一
〇
〇
人
以
上
）
か

ら
見
て
大
き
な
地
場
企
業
で

し
た
。

三
井
金
属
鉱
業
㈱
は
昭
和

三
十
年
に
五
十
猛
地
区
で
鉱

区
を
取
得
し
、
石
膏
の
採
掘

と
黒
鉱
の
探
鉱
を
開
始
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
七
年

に
三
井
金
属
鉱
業
㈱
の
関
係

会
社
と
し
て
石
見
鉱
山
㈱
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
石
膏
の

採
掘
と
並
行
し
て
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
黒
鉱
の
探
鉱
は
、

地
質
調
査
で
そ
の
埋
蔵
量
を

確
認
し
て
昭
和
四
十
一
年
に

採
掘
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
年
代
中
頃
の
最
盛

期
の
選
鉱
場
は
、
二
十
四
時

間
操
業
で
「
金
・
銀
・
銅
・

鉛
・
亜
鉛
」
を
生
産
し
、
そ

れ
ら
の
精
鉱
は
日
比
精
錬
所

（
岡
山
県
）・
竹
原
精
錬
所

（
広
島
県
）・
八
戸
精
錬
所

（
青
森
県
）
へ
と
送
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
豊
富
な
埋

企
業
訪
問

三
井
金
属
資
源
開
発
株
式
会
社

石
見
鉱
業
所

原
　
田
　
芳
　
金

【

会
　
社
　
概
　
要

】

創
　
業
　
昭
和
五
十
六
年
六
月

設
　
立
　
昭
和
三
十
七
年
七
月

石
見
鉱
山
株
式
会
社

（
三
井
金
属
鉱
業
㈱
一
〇
〇
％
）

平
成
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日

石
見
鉱
山
株
式
会
社
解
散

平
成
十
四
年
一
月
一
日
　
現
体
制
を
設
立

所
在
地
（
本
　
社
）
東
京
都
品
川
区

大
崎
一
丁
目
十
一
番
一
号

（
鉱
業
所
）
大
田
市
五
十
猛
町
四
四
〇
番
地

資
本
金
　
四
億
円
（
三
井
金
属
鉱
業
㈱
一
〇
〇
％
）

社
員
数
　
七
十
二
名
（
内
　
石
見
鉱
業
所
は
五
名
）

【

事
　
業
　
種
　
目

】

ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
採
掘
・
製
造
・
販
売
、
粘
土
の
採

掘
・
販
売
、
印
画
紙
処
理
、
鉱
物
・
地
熱
・
水
資

源
の
調
査
及
び
開
発
、
環
境
調
査
・
浄
化
・
保
全

に
関
す
る
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

【

技

術

資

格

者

】（
石
見
鉱
業
所
）

採
石
業
務
管
理
者
　
　
　
　
三
名

甲
種
火
薬
取
扱
責
任
者
　
　
三
名

危
険
物
取
扱
責
任
者
　
　
　
二
名

第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
　
一
名

第
一
種
電
気
工
事
士
　
　
　
一
名

上
級
保
安
技
術
職
員
　
　
　
二
名

鉱
害
防
止
係
員
　
　
　
　
　
一
名

火
薬
保
安
係
員
　
　
　
　
　
二
名

所
　
長
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蔵
が
確
認
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
天
然
石
膏
は

安
価
な
化
学
石
膏
の
出
現
に

よ
り
、
競
争
力
を
失
い
、
昭

和
五
十
年
に
は
閉
山
に
追
い

込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
銅
・
鉛
・
亜
鉛
」
も
建
値

が
国
際
相
場
で
決
ま
る
と
い

う
特
異
な
製
品
で
あ
る
た

め
、
度
重
な
る
経
済
情
勢
の

荒
波
を
受
け
、
国
内

の
非
鉄
金
属
鉱
山

は
、
石
膏
と
同
じ
く

大
半
の
鉱
山
が
埋
蔵

鉱
量
が
あ
り
な
が
ら

次
々
と
閉
山
に
追
い

込
ま
れ
て
姿
を
消
し

て
行
き
ま
し
た
。
石

見
鉱
山
も
昭
和
五
十

三
年
の
大
合
理
化
の

後
、
昭
和
五
十

九
年
に
黒
鉱
の

採
掘
を
休
止
し

て
い
ま
す
。

当
社
の
場

合
、
過
去
の

ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
で
「
ゼ
オ
ラ

イ
ト
」
の
埋
蔵

が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
昭
和
四

十
七
年
ご
ろ
に

は
既
に
成
分
分

析
等
が
行
わ
れ

て
採
掘
の
目
途

を
つ
け
て
い
ま

し
た
。

平成１３年８月竣工の新事務所

事務所前にて池田建設�の皆さんと共に

平成１３年２月に旧坑道に貫通した北東部新坑道
抗口（＋２０�）－６０�の現場に向うＫＬＤ‐Ｍ９

一次破砕品の貯鉱場
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《
ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
採
掘
・

販
売
へ
の
転
換
》

黒
鉱
採
掘
で
細
々
と
操
業

し
な
が
ら
、
昭
和
五
十
二
年

ご
ろ
よ
り
ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
用

途
・
市
場
の
調
査
を
行
い
、

商
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

「
土
壌
改
良
材
」
と
し
て
商

品
名
「
イ
ワ
ミ
ラ
イ
ト
」
の

販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
ゼ
オ
ラ
イ
ト
」
と

は
？

語
源
は
ギ
リ
シ
ャ
語
と

言
わ
れ
て
お
り
、
和
名
は

「
沸
石
」（
沸
騰
す
る
石
）

に
な
っ
て
い
ま
す
。
分
子

サ
イ
ズ
の
穴
を
持
っ
た
多

孔
質
物
質
で
、
中
に
結
晶

水
が
あ
り
温
度
を
加
え
る

と
沸
騰
し
た
よ
う
に
出
て

き
ま
す
。
そ
の
分
子

サ
イ
ズ
の
穴
で
プ
ラ

ス
の
イ
オ
ン
を
交
換

す
る
作
用
が
あ
り
、

こ
れ
が
ゼ
オ
ラ
イ
ト
の

大
き
な
特
徴
で
あ
る

「
陽
イ
オ
ン
交
換
作
用
」

で
す
。
そ
の
他
、
吸
着

性
能
・
吸
湿
性
能
・
脱

臭
性
能
・
ろ
過
性
能
等

と
い
っ
た
様
々
な
機
能

を
有
し
て
い
ま
す
。

採
掘
し
て
い
る
岩
石

は
緑
色
凝
灰
岩
と
呼
ば

れ
て
お
り
、
こ
の
岩
石

の
中
に
ゼ
オ
ラ
イ
ト
を

含
ん
で
お
り
ま
す
。

当
社
は
五
十
猛
地
区

の
坑
内
で
採
掘
し
て
い
ま
す

軟
質
ゼ
オ
ラ
イ
ト
（
商
品

名：

イ
ワ
ミ
ラ

イ
ト
）
と
、
平

成
二
年
に
長
谷

地
区
で
開
発
し

ま
し
た
硬
質
ゼ

オ
ラ
イ
ト
（
商

品
名：

Ｍ
Ｇ
イ

ワ
ミ
ラ
イ
ト
）

の
二
種
類
の
特

徴
あ
る
ゼ
オ
ラ

イ
ト
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
基
本

的
な
用
途
と
作
用

①
土
壌
改
良
材

稲
作
・
畑
・
ゴ

ル
フ
場
の
グ
リ
ー

ン
・
法
面
の
植
栽

等
で
肥
料
流
亡
防

止
と
保
肥
力
の
改

善
の
た
め
に
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

②
畜
産
飼
料
添
加
物

家
畜
の
体
内
で

発
生
す
る
ア
ン
モ

ニ
ア
ガ
ス
を
抑
制

し
肉
質
を
向
上
す

る
た
め
に
用
い
ら

２０�入ポリ袋製品の自動計量・製袋機

２０�入ポリ袋製品
「土壌改良材」「畜産用」「水処理用」

製品倉庫（２０�袋、フレコンバッグ）

旧社宅跡地に建つテント倉庫群
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れ
て
い
ま
す
。

③
水
質
浄
化
材

水
中
の
ア
ン
モ
ニ
ア
イ

オ
ン
・
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ

ン
・
鉄
イ
オ
ン
等
を
吸
着

す
る
こ
と
に

よ
る
水
の
浄

化
の
た
め

に
、
養
鰻

場
・
上
下
水

道
・
工
場
廃

水
浄
化
材
等

と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
ま

す
。

④
床
下
調
湿
材

空
気
中
の

湿
気
を
吸
湿

す
る
こ
と
に

よ
る
建
築
物

保
全
の
た
め

に
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

⑤
脱
臭
剤

ペ
ッ
ト
の

猫
砂
・
畜
舎

や
堆
肥
舎
・

ト
イ
レ
の
脱

臭
剤
と
し
て
広
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

《
現
　
況
》

ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
研
究
・
分

析
・
用
途
開
発
に
つ
い
て
は

島
根
県
も
有
望
な
地
下
資
源

と
し
て
位
置
付
け
、
産
業
技

術
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
販
売
量
は
年
間
一
万
ト

ン
で
全
国
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
現
在
東
北
・
北
海

道
を
中
心
に
産
出
す
る
ゼ
オ

ラ
イ
ト
商
品
と
の
厳
し
い
販

売
競
争
の
中
に
あ
り
ま
す
。

採
掘
・
加
工
面
で
は
池
田

建
設
の
協
力
や
輸
送
面
で
地

元
の
運
送
会
社
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
ま
た
採
掘
方
法

の
改
善
や
設
備
の
合
理
化
・

省
力
化
を
図
り
な
が
ら
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
に
努
め
て
お
り
ま

す
。一

方
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
り

ま
す
畜
産
を
含
め
た
農
業
分

野
、
ゴ
ル
フ
業
界
、
そ
し
て

緑
化
向
け
の
主
力
で
あ
り
ま

す
公
共
事
業
は
、
い
ず
れ
も

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
新
た

な
る
用
途
開
発
や
、
拡
販
方

法
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。

《
今
後
の
展
望
》

キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
環
境
」

今
後
の
拡
販
対
策

の
柱
と
し
て

①
環
境
改
善
向
け
資

材
分
野
へ
の
営
業

強
化具

体
的
に
は
床

下
調
湿
材
業
界
、

重
金
属
等
で
汚
染

さ
れ
た
土
壌
の
改

善
対
策
資
材
、
人

に
や
さ
し
い
住
宅

建
材
の
分
野
へ
の

進
出
、
水
・
空
気

の
浄
化
材
と
し
て

新
た
な
用
途
開
発

を
行
っ
て
い
ま

す
。

②
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発

現
在
、
各
分
野
へ
原
料

や
素
材
の
形
で
サ
ン
プ
ル

出
荷
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
異
業
種
間
の
交
流
に

積
極
的
に
参
加
し
、
高
付

加
価
値
製
品
の
開
発
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

地
場
産
業
と
し
て
、
あ
る

い
は
数
少
な
い
地
下
資
源
産

業
と
し
て
の
生
き
残
り
を
か

け
、
更
な
る
努
力
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

２０�袋の積み込み風景

フレコンバッグでの出荷
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�
売
上
除
外

活
魚
鮮
魚
の
卸
業
を
営

む
Ａ
社
は
、
売
上
明
細
書

を
破
棄
す
る
方
法
に
よ

り
、
活
魚
の
現
金
売
上
の

一
部
を
除
外
し
、
代
表
者

が
個
人
的
に
費
消
し
、
二

期
で
一
千
五
百
万
円
の
法

人
所
得
を
除
外
し
て
い

た
。

�
利
益
操
作

金
属
部
品
加
工
業
を
営

む
Ｂ
社
は
、
利
益
調
整
の

目
的
で
、
九
月
納
入
の
機

械
を
契
約
書
、
引
渡
し
検

査
書
の
日
付
を
八
月
に
仮

装
す
る
な
ど
と
と
も
に
、

受
領
書
を
破
棄
す
る
方
法

で
故
意
に
特
別
減
価
償
却

費
及
び
普
通
減
価
償
却
費

を
計
上
し
二
千
三
百
万
円

の
法
人
所
得
を
除
外
し
て

い
た
。

�
利
益
操
作

舗
装
工
事
業
を
営
む
Ｃ

社
は
、
利
益
調
整
の
目
的

で
、
工
事
台
帳
等
に
あ
る

工
期
、
完
成
年
月
日
を
記

入
す
る
欄
を
消
し
ゴ
ム
等

で
抹
消
し
、
ま
た
、
作
業

日
報
の
現
場
名
を
改
ざ
ん

す
る
こ
と
で
四
千
二
百
万

円
の
法
人
所
得
を
除
外
し

て
い
た
。

�
架
空
外
注
費

土
木
建
設
業
を
営
む
Ｄ

社
は
、
地
元
対
策
費
捻
出

の
た
め
、
外
注
先
か
ら
水

増
し
し
た
請
求
書
を
提
出

さ
せ
、
架
空
外
注
費
を
計

上
し
、
二
千
百
万
円
の
法

人
所
得
を
除
外
し
て
い

た
。

�
交
際
費
課
税

港
湾
荷
役
運
送
業
を
営

む
Ｅ
社
は
、
会
長
の
指
示

の
下
、
交
際
費
課
税
を
免

れ
る
た
め
に
飲
食
代
金
を

下
請
費
等
に
仮
装
計
上

し
、
三
千
百
万
円
の
法
人

所
得
を
除
外
し
て
い
た
。

�

管
工
事
業
を
営
む
Ｆ
社

は
、
原
資
記
録
を
破
棄
す

る
等
、
基
準
期
間
に
お
け

る
事
業
活
動
の
事
実
を
隠

ぺ
い
し
、
課
税
事
業
者
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

申
告
を
行
っ
て
い
な
か
っ

た
。

�

自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ

販
売
業
を
営
む
Ｇ
社
は
、

翌
課
税
期
間
が
免
税
事
業

者
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
期
中
に
仕
入
れ
た
棚

卸
資
産
の
内
、
期
末
に
保

有
し
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
も
課
税
仕
入
と
し
て
い

た
。

�

セ
メ
ン
ト
・
同
製
品
製

造
業
を
営
む
Ｈ
社
は
、
消

費
税
の
決
算
整
理
事
務
の

際
、
製
造
原
価
の
一
部
を

損
金
経
理
せ
ず
仮
払
消
費

税
と
し
て
経
理
し
、
当
該

金
額
を
控
除
対
象
仕
入
税

額
に
含
め
て
い
た
。

�

宗
教
法
人
Ｉ
は
、
宗
教

活
動
に
伴
う
布
施
収
入
に

つ
い
て
帳
簿
等
を
全
く
記

帳
せ
ず
、ま
た
、証
票
等
を

破
棄
す
る
方
法
に
よ
り
そ

の
収
支
に
か
か
る
剰
余
金

を
除
外
し
、
住
職
が
生
活

費
等
に
費
消
し
て
い
た
。

�

病
院
を
経
営
す
る
医
療

法
人
Ｊ
は
、
派
遣
医
師
の

給
与
に
対
す
る
課
税
を
免

れ
る
目
的
で
、
給
与
の
一

部
を
旅
費
交
通
費
に
仮
装

し
て
支
給
し
て
い
た
。

【
源
泉
所
得
税
関
係
】

【
消
費
税
関
係
】

【
法
人
税
関
係
】

非
違
事
例

―
法
人
税
調
査
に
お
け
る
非
違
事
例
―

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
お

金
持
ち
の
判
断
基
準
は
そ
の

人
の
住
ま
い
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
の
お
金
持
ち
に
税
金

を
課
す
、
と
い
う
の
も
ま
た

同
じ
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
に
は
戸
窓
税
が

あ
り
ま
し
た
。
一
七
九
八
年

の
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
に
創
設

さ
れ
た
税
金
で
、
戸
、
門
、

窓
の
数
に
よ
っ
て
税
金
を
か

け
た
も
の
で
す
。
第
一
次
大

戦
ま
で
百
年
以
上
も
続
き
、

一
定
の
税
収
を
確
保
し
続
け

ま
し
た
。

一
方
、
我
が
国
で
も
、
江

戸
時
代
に
間
口
の
広
さ
で
税

を
課
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
こ
は
庶
民
の

知
恵
、
結
局
は
間
口
が
狭

く
、
奥
行
き
の
あ
る
建
物
を

つ
く
る
こ
と
で
節
税
を
図
っ

て
い
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
、「
う
な
ぎ
の

寝
床
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま

れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

窓
税
と
間
口
税
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�
植
物
が
好
き
だ
っ
た
の
で

そ
の
よ
う
な
会
社
に
入
り
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

�
も
っ
と
色
々
な
お
店
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

�
姉
の
結
婚
と
妊
娠
で
す
。

�
こ
れ
か
ら
の
自
分
自
身
に

つ
い
て
。

�
ペ
ッ
ト
の
ネ
コ
と
遊
ぶ
こ

と
で
す
。

�
自
分
が
一
度
決
め
た
こ
と

は
最
後
ま
で
意
志
を
通
す
事

で
す
。

�
明
る
く
て
、
と
て
も
楽
し

い
会
社
で
す
。

�
一
つ
は
花
な
ど
植
物
に
関

係
の
あ
る
事
を
し
た
か
っ
た

か
ら
。
も
う
一
つ
は
バ
ラ
湯

に
興
味
を
持
っ
た
か
ら
。
実

際
に
自
分
も
し
た
く
な
っ
た

か
ら
。

�
こ
れ
か
ら
ど
う
変
わ
る
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
あ
ま

り
自
然
は
崩
さ
な
い
で
欲
し

い
で
す
。

�
友
達
に
手
紙
を
送
っ
た
こ

と
、
自
分
が
少
し
変
わ
っ
て

き
た
こ
と
。

�
自
分
に
は
何
が
出
来
る
の

か
、
こ
れ
か
ら
先
の
こ
と
。

�
ビ
デ
オ
を
見
る
、
気
に

入
っ
た
曲
を
聞
く
こ
と
。

�
近
年
病
気
に
な
っ
て
な
い

ほ
ど
元
気
な
こ
と
。

�
知
ら
な
い
こ
と
を
色
々
教

わ
る
こ
と
が
出
来
る
会
社
で

社
員
の
方
々
も
親
切
で
い
い

人
達
で
す
。

�
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
、
さ
ら
に
こ
の
会
社
で

多
く
の
知
識
を
身
に
つ
け
た

い
か
ら
。

�
眺
め
の
い
い
公
園
や
展
望

台
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
。

�
貯
金
が
増
え
た
こ
と
。

�
自
分
の
将
来
。

�
友
達
と
ド
ラ
イ
ブ
。

�
誰
と
で
も
笑
顔
で
話
し
ま

す
。

�
協
調
性
に
富
ん
だ
明
る
く

楽
し
い
職
場
で
す
。

�
人
に
喜
ば
れ
る
仕
事
を
し

た
か
っ
た
か
ら
。

�
若
者
の
集
ま
る
活
気
に
満

ち
た
地
元
。

�
運
転
免
許
を
と
り
、
一
人

で
ど
こ
で
も
行
け
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
。

�
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

�
映
画
・
音
楽
鑑
賞
。
カ
ラ

オ
ケ
。

�
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
！

�
映
画
化
の
き
っ
か
け
の
一

つ
に
も
な
っ
た
よ
う
に
、
若

い
人
の
多
い
明
る
く
元
気
な

会
社
で
す
。

�
地
元
の
皆
様
に
、
こ
れ
ま

で
に
受
け
た
恩
恵
を
お
返
し

し
た
か
っ
た
か
ら
。

�
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
く
、

住
ん
で
い
る
人
の
心
が
暖
か

い
街
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

�
自
分
の
お
金
で
生
活
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
学
生

の
時
は
ず
っ
と
仕
送
り
し
て

も
ら
っ
て
い
た
の
で
…
。

�
将
来
の
こ
と
。

�
音
楽
鑑
賞
。

�
明
る
く
、
笑
顔
で
い
る
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

�
職
員
一
同
、
お
客
様
に
信

頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

サ
ー
ビ
ス
と
笑
顔
を
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

�
ど
ん
な
動
機
で
入
社
さ
れ
ま
し
た
か
。

�
あ
な
た
が
地
元
に
期
待
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
。

�
あ
な
た
が
最
近
一
番
良
か
っ
た
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
。

�
あ
な
た
が
最
近
気
が
か
り
な
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
。

�
あ
な
た
の
趣
味
は
。

�
あ
な
た
の
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
。

�
あ
な
た
の
会
社
の
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
。

株式会社
大田緑地

秋 田 浩 子

株式会社
大田緑地

植 本 彩 子

�中央計算
センター

玉川美恵子

中村ブレイス
株式会社
祝　奈津美

島根中央信用金庫
駅前出張所
増田由美子
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今
年
も
ゴ
ル
フ
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
、去
る
四
月
十
三
日
、

四
十
八
名
の
参
加
を
得
て
、

第
三
十
四
回
会
員
親
睦
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
た
。

当
法
人
会
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
は
、
会
員
の
親
睦
の
輪
を

一
層
広
め
る
事
を
目
的
に
、

昭
和
五
十
七
年
四
月
に
第
一

回
目
が
開
催
さ
れ
た
。
以
来

今
日
ま
で
二
十
年
の
永
き
に

渡
り
継
続
さ
れ
、
伝
統
行
事

の
一
つ
に
な
っ
て
参
り
ま
し

た
。昨

今
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式

の
多
い
中
、
管
内
唯
一
の
ハ

ン
デ
ィ
戦
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
優
勝
者
の
中
で
、
過
去

二
回
優
勝
さ
れ
た
の
は
僅
か

二
名
と
い
う
激
戦
の
大
会
で

あ
り
ま
す
。

当
日
は
、
穏
や
か
な
春
の

日
、
参
加
者
は
内
に
闘
志
を

秘
め
「
優
勝
」
の
二
文
字
を

目
指
し
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。

的
場
会
長
の
始
球
式
、
素

晴
し
い
球
筋
の
ロ
ン
グ

シ
ョ
ッ
ト
、
全
員
拍
手
〜
。

ハ
ー
フ
を
終
了
し
て
昼
食

時
で
は
、
お
互
い
ラ
イ
バ
ル

同
志
が
冷
た
い
生
ビ
ー
ル
を

飲
み
な
が
ら
ス
コ
ア
カ
ー
ド

を
見
せ
合
い
談
笑
す
る
光
景

は
、
日
頃
の
忙
し
さ
を
忘
れ

又
、
好
プ
レ
ー
珍
プ
レ
ー
等

を
話
し
な
が
ら
の
和
気
あ
い

あ
い
、
ま
さ
に
会
員
同
志
の

親
睦
の
輪
が
一
層
広
が
っ
て

い
た
。

競
技
終
了
後
、
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
に
お
い
て
、
賑
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
懇
親
会
に
併

せ
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
た
。

ち
な
み
に
今
回
渡
辺
眞
司

さ
ん
は
ス
リ
ー
ア
ン
ダ
ー
で

の
優
勝
で
し
た
。

表
彰
式
は
、
勝
部
局
長
の

司
会
の
も
と
的
場
会
長
の
挨

拶
、
大
同
生
命
宮
崎
支
社
長

の
挨
拶
に
よ
り
表
彰
式
へ
と

移
っ
て
い
っ
た
。

社
団
法
人
石
見
大
田
法
人
会
主
催

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第34回 第34回 三
回
目
の
参
加
に
て

優
勝

渡
辺
眞
司
氏

（
�
渡
辺
眞
工
務
店
）

優
　
勝
　
渡

辺

眞

司

準
優
勝
　
寺

本

義

秋

三
　
位
　
三

谷

　

基

四
　
位
　
俵

　

啓

祐

五
　
位
　
松

田

　

功

社
団
化
年
次
賞

石

原

安

明

Ｂ
Ｇ
賞
　
高

橋

陽

二

Ｂ
Ｂ
賞
　
波

多

志

朗
表彰式　的場会長挨拶優勝の渡辺眞司氏
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そ
の
他
、飛
賞
、Ｄ
Ｃ
賞
、

Ｎ
Ｐ
賞
、Ｄ
Ｔ
賞
、バ
ー
デ
ィ

賞
、大
タ
タ
キ
賞
な
ど
盛
り

沢
山
の
商
品
が
贈
ら
れ
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
冷

た
い
飲
物
を
飲
み
な
が
ら
ゴ

ル
フ
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て

お
ら
れ
た
、
最
後
に
全
員
に

名
物
の
手
打
ち
「
ソ
バ
」
が

参
加
賞
と
し
て
贈
ら
れ
た
。

「
優
勝
」
の
二
文
字
に
感

無
量
に
尽
き
ま
す
。
ゴ
ル
フ

歴
八
年
、
多
人
数
の
大
会
で

は
初
め
て
の
経
験
で
す
。

優
勝
ス
ピ
ー
チ
で
は
感
激

と
緊
張
で
さ
す
が
に
震
え
ま

し
た
。
建
設
業
又
、
他
の
業

界
も
長
期
に
渡
っ
て
の
不
況

の
中
、
こ
の
優
勝
の
緊
張
感

を
経
営
に
も
頑
張
っ
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

次
回
は
ハ
ン
デ
ィ
も
厳
し

く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
全

て
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

ど
う
ぞ
今
後
共
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

準優勝の寺本義秋氏第３位の三谷　基氏

表　彰　式

優勝スピーチ　渡辺眞司氏

「
シ
ル
エ
ッ
ト
」

フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
十
五
世

の
時
、
財
政
再
建
の
切
り
札

と
し
て
登
場
し
た
、
エ
チ
エ

ン
ヌ
・
ド
・
シ
ル
エ
ッ
ト
財

務
長
官
は
、
今
ま
で
課
税
の

対
象
外
で
あ
っ
た
貴
族
や
僧

侶
の
収
入
に
課
税
し
よ
う
と

し
ま
し
た
が
、
高
等
法
院
の

認
め
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
、

あ
え
な
く
挫
折
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
次
に
考
え
た
の
が

「
空
気
」
に
課
税
す
る
こ
と

で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も

国
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、

遂
に
長
官
就
任
か
ら
九
ヶ
月

後
に
辞
任
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の

シ
ョ
ン
ボ
リ
と
し
た
後
ろ
姿

を
「
影
絵
」
に
似
せ
、
後
々

「
シ
ル
エ
ッ
ト
」
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
上
米
を
は
ね
る
」

昔
、
海
上
守
護
神
を
奉
っ

て
い
る
神
社
に
、
船
で
運
ん

だ
年
貢
米
の
一
定
量
を
寄
進

奉
納
す
る
習
わ
し
が
あ
り
、

こ
れ
を
通
称
「
上
米
取
（
う

わ
ま
い
ど
り
）」
と
い
っ
て

い
ま
し
た
。

今
で
は
、代
金
・
賃
金
な
ど

の
支
払
い
を
取
り
次
い
だ
仲

介
者
が
、
間
で
手
数
料
を
取

る
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
は
っ
た
り
」

一
説
に
よ
る
と
、「
万
葉

集
」
の
中
で
「
檀
越
や
し
か

も
な
言
い
そ
里
長
が
課
役
徴

（
は
た
）
ら
ば
汝
も
歎
か
む
」

と
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

里
長
（
役
人
）
が
税
金
を
催

促
す
る
こ
と
を
徴
（
は
た
）

る
と
い
い
、
こ
れ
が
「
は
っ

た
り
」
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

今
で
は
「
実
現
性
の
な
い

こ
と
を
い
う
」、「
ホ
ラ
を
吹

く
」
な
ど
の
意
味
で
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

税
が
由
来
の
言
葉



平
成
十
年
に
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
旧
熊
谷

家
の
保
存
修
理
が
始
ま
り
ま

し
た
。

こ
の
建
物
は
所
有
者
の
熊

谷
家
か
ら
大
田
市
に
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
重
文
旧
熊

谷
家
住
宅
を
十
三
年
度
か
ら

国
県
の
補
助
を
受
け
て
保
存

修
理
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

建
物
を
大
き
な
仮
設
の
屋

根
で
覆
い
、
四
年
を
か
け
て

工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
が
、

現
在
最
初
の
工
事
と
な
る
解

体
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
作
業
で
進
め
ら
れ
る
解

体
工
事
は
建
物
の
改
造
や
修

繕
の
履
歴
と
技
法
を
調
べ
る

こ
と
で
も
あ
り
、
時
間
を
か

け
て
丁
寧
に
解
体
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

石
見
銀
山
と
も
関
わ
り
を

持
ち
代
官
所
や
大
森
の
町
と

も
様
々
に
関
わ
っ
た
熊
谷
家

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）、

十
二
代
当
主
熊
谷
三
左
衛
門

信
英
は
祖
父
民
右
衛
門
直
忠

（
一
七
五
四
〜
一
八
〇
八
）

の
功
績
を
た
た
え
、
子
孫
に

伝
え
る
た
め
肖
像
画
と
讃
文

を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の
讃

文
の
な
か
に
「
庚
申
の
春
、

池
魚
の
災
に
罹
い
て
、
居
宅

及
倉
廩
悉
く
烏
と
為
る
も
、

有
次
、
亦
た
再
造
修
理
し
て

前
に
加
う
」（
寛
政
十
二
年

（
一
八
〇
〇
）
に
不
慮
の
火

事
に
罹
災
し
、
家
や
倉
が
黒

こ
げ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

つ
づ
い
て
作
り
直
し
、
以
前

よ
り
も
立
派
な
家
と
な
っ

た
）
と
あ
り
ま
す
。

不
慮
の
火
事
と
は
大
森
の

町
並
み
の
大
半
を
焼
き
尽
く

し
た
大
火
の
こ
と
。
三
左
衛

門
信
英
が
中
興
の
祖
と
称
し

た
民
右
衛
門
直
忠
は
未
曾
有

の
大
火
災
を
乗
り
越
え
、
焼

失
し
た
住
ま
い
を
再
建
し
ま

し
た
。
そ
れ
が
今
に
残
る
旧

熊
谷
家
住
宅
で
す
。

熊
谷
家
は
古
文
書
等
に
よ

る
と
ま
ず
江
戸
時
代
の
初
め

に
山
師
と
し
て
石
見
銀
山
の

採
掘
や
製
錬
に
関
わ
り
、
十

八
世
紀
前
半
に
は
現
在
地
に

居
住
し
、
掛
屋
（
代
官
所
の

公
金
出
納
を
取
り
扱
う
、
現

在
の
指
定
金
融
機
関
）、
代

官
所
の
御
用
達
と
し
て
成
長

し
て
い
っ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

二
、
熊
谷
家
の
歴
史

一
、
重
文
旧
熊
谷
家

－２６－

旧熊谷家住宅正面
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十
九
世
紀
以
降
は
、
民
右

衛
門
直
忠
が
掛
屋
を
つ
と

め
、
十
一
代
三
左
衛
門
直

行
、
十
二
代
三
左
衛
門
信
英

は
御
用
達
、
掛
屋
、
町
年
寄

を
つ
と
め
、
信
英
は
さ
ら
に

酒
造
業
や
鉱
山
業
も
営
ん
で

い
た
よ
う
で
、
江
戸
時
代
後

期
に
繁
栄
の
一
つ
の
ピ
ー
ク

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

町
並
み
の
北
、
代
官
所
の

す
ぐ
そ
ば
に
位
置
す
る
熊
谷

家
住
宅
は
代
官
所
か
ら
銀
山

へ
延
び
る
道
筋
に
面
し
、
背

後
を
銀
山
川
が
流
れ
て
い
ま

す
。家

相
図
等
の
史
料
か
ら
主

屋
と
米
蔵
・
雑
蔵
を
再
建
し

た
の
ち
、
北
道
具
蔵
、
小

蔵
、
東
道
具
蔵
が
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
ま
で
に
、
衣

装
蔵
が
明
治
五
年
（
一
八
七

二
）
ま
で
に
順
次
整
え
ら
れ

た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
建
物

が
増
え
て
い
く
こ
と
か
ら
も

熊
谷
家
の
繁
栄
ぶ
り
が
う
か

が
え
ま
す
。

主
屋
は
屋
根
に
石
州
瓦
を

葺
き
、
壁
や
軒
裏
を
漆
喰
で

塗
り
込
み
、
正
面
側
の
開
口

部
を
少
な
く
す
る
な
ど
、
火

災
に
備
え
た
意
匠
に
な
っ
て

い
ま
す
。
玄
関
を
は
い
っ
た

土
間
は
通
り
土
間
と
幅
の
狭

い
土
間
で
つ
な
が
り
、
土
間

に
降
り
る
縁
が
矩
の
手
に
巡

三
、
建
物
の
歴
史
と
特
徴

座敷から庭を望む

土蔵の解体後、床下を発掘調査しました。
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る
特
徴
あ
る
形
式
で
す
。

主
屋
は
商
用
や
日
常
生
活

に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
幕
府
巡
見
使
の
公
用
宿

等
に
も
用
い
ら
れ
る
な
ど
公

的
な
用
途
を
含
む
接
客
用
に

も
使
用
さ
れ
い
た
よ
う
で

す
。

「
奥
乃
間
」
と
呼
ば
れ
る

接
客
用
の
部
屋
は
ト
コ
を
備

え
、
庭
に
面
し
て
幅
一
間
の

畳
廊
下
を
持
ち
、
通
り
か
ら

「
路
地
門
」
を
潜
っ
て
直
接

座
敷
へ
出
入
り
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

外
、
主
屋
に
は
石
を
積
み
上

げ
て
造
ら
れ
た
地
下
室
も
あ

り
ま
し
た
。

寛
政
の
大
火
を
経
て
江
戸

末
期
か
ら
の
熊
谷
家
の
繁
栄

を
色
濃
く
残
す
こ
の
住
宅

は
、
大
火
災
か
ら
復
興
を
遂

げ
た
大
森
の
町
と
町
並
み
を

象
徴
し
て
い
る
と
も
い
え
ま

す
。現

在
は
工
事
中
で
歴
史
を

感
じ
さ
せ
る
建
物
の
姿
を
見

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
現

在
、
建
物
の
材
料
一
つ
一
つ

に
番
号
を
付
け
た
解
体
作
業

が
進
ん
で
い
ま
す
。

柱
や
板
に
残
さ
れ
た
か
つ

て
の
改
造
の
跡
（
痕
跡
）
を

確
認
し
、
古
色
（
煤
）
の
付

き
具
合
や
墨
書
、
地
下
の
遺

構
か
ら
年
代
を
特
定
す
る
作

業
に
加
え
、
傷
み
具
合
を
調

べ
て
い
ま
す
。

柱
の
全
部
が
再
使
用
で
き

な
け
れ
ば
部
分
的
な
つ
な
ぎ

（
矧
ぎ
木
）
や
取
り
替
え
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
基

本
的
に
は
元
の
材
料
を
再
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

再
建
、
改
造
や
修
繕
の
履

歴
な
ど
は
建
物
だ
け
で
な
く

古
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
熊

谷
家
文
書
は
二
万
点
以
上
あ

り
ま
す
が
、
調
査
で
は
こ
の

点
に
つ
い
て
も
注
目
し
て
お

五
、
文
化
財
調
査

四
、
保
存
修
理

壁に貼り付けてあった古文書も調査対象で、丁寧に剥がしています。

所蔵されていた家財を１点ずつ清掃します。
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問
題
は
十
七
頁

黒
１
の
ツ
ケ
が
白
の
ダ

メ
ヅ
マ
リ
を
つ
く
急
所

で
、
白
２
を
ま
っ
て
、

黒
３
と
二
子
に
す
る
の

が
決
め
手
で
す
。

り
、
古
文
書
の
全
容
解
明
に

併
せ
て
建
築
史
に
関
す
る
古

文
書
の
発
見
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
熊
谷
家
住
宅
に
は

膨
大
な
数
の
家
財
が
収
納
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
家
具
、
什

器
、
寝
具
、
道
具
な
ど
な

ど
、
こ
れ
ら
は
江
戸
時
代
か

ら
現
在
ま
で
の
暮
ら
し
ぶ
り

を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ

り
、
建
物
だ
け
で
な
く
大
森

の
町
並
み
で
の
暮
ら
し
（
生

活
史
）
の
観
点
か
ら
も
貴
重

な
資
料
で
あ
り
、
日
用
品
な

ど
含
め
全
て
を
対
象
に
し
た

調
査
を
始
め
て
い
ま
す
。

既
に
新
旧
の
家
財
を
一
点

ず
つ
ほ
こ
り
を
払
い
、
元
の

場
所
が
判
る

よ
う
に
ラ
ベ

ル
な
ど
を
貼

り
終
え
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら

ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
モ
ノ
に

つ
い
て
写

真
、
調
査

カ
ー
ド
を
作

成
し
、
時
代

や
生
活
の
ど

の
場
面
で
使

わ
れ
た
か
を

整
理
分
類
し

て
い
く
こ
と

に
な
り
ま

す
。

大
森
で
最
大
の
民
家
で
あ

る
旧
熊
谷
家
住
宅
は
修
理
後

市
所
有
の
建
物
と
し
て
活
用

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
保
存
活
用
を
検
討

す
る
委
員
会
（
渡
辺
常
弘
委

員
長
以
下
八
名
）
を
設
け
、

六
、
活
用
の
こ
と

修
理
後
の
活
用
策
を
考
え
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
一
般
公
開
や

活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
で
い

た
だ
い
た
活
用
に
関
す
る
意

見
を
も
と
に
、
文
化
財
調

査
、
保
存
修
理
を
有
機
的
に

結
び
つ
け
た
活
用
策
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

家財は１点ずつ整理番号を付け、採寸などして記録をとります。

活用フォーラムを開催（今年３月）しました。



度は、みなさまにとって良き 
進化を遂げます。 

経営者大型総合保障制度 は、企業経営者のさまざまなご要望にお応えします！ 

疾病重点型Rタイプ 

たとえば 
こんなご要望に 

●大きな責任に見合う、大きな保障で安心したい 

●とにかく、保険料が安いものがいい 

●将来より、まずは今の保険料を抑えたい 

疾病重点型Zタイプ 

たとえば 
こんなご要望に 

●長期間の保障で安心したい 

●更新による保険料の上昇がないものがいい 

●保険期間満了までの保険料コストを抑えたい 

疾病重点型Lタイプ 

たとえば 
こんなご要望に 

●長期間の保障で安心したい 

●役員（従業員）の退職金を準備したい 

●保障と貯蓄の両方を充実させたい 

総合型�Rタイプ 

たとえば 
こんなご要望に ●幅広い保障で安心したい 

●経営者の労災補償の代わりとして活用したい 
社員保障プラン 

たとえば 
こんなご要望に ●従業員の福利厚生制度を充実させたい 

●政府労災の上乗せ保障を準備したい 

－３０－



法人会の経営者大型総合保障制 
パートナーであるために、さらなる 

ロングセラーに歴史あり 
大型保障制度はこうしてうまれました 

中小企業が危ない！？ 
昭和４０年代、日本経済はいざなぎ景気の到来により、
「経済大国日本」としての地位を確立しました。 
しかし、日本の屋台骨を支えている中小企業には、
一向にしていざなぎ景気の到来は感じられず、それ
どころか、昭和４６年にはドルショックの嵐が日本中
をかけめぐり、経営者個人の信用に頼るところが
大きい中小企業では、働きづめの経営者に病気や
事故で万一のことがあった場合、たちまち企業存続
の危機にさらされるというひずみを生みました。 

会員企業を守る！ 
全法連ではこうした事態を憂慮し、会員企業
の経営者が後顧の憂いなく事業に専心でき、
万一のときのリスクから企業を守る共済
制度の必要性を痛感し、独自に検討を重ね、
数社の保険会社に法人向けの商品を提案
させました。 1億円保障制度 

しかし、いずれの保険会社から提案された案も保障額が百万円程度であり、
全法連の構想とは程遠いものでした。その中で現在の引受保険会社である
大同生命だけは、全法連の要請を最大限に受け入れ、ＡＩＵと協力の上当時の
業界としては破格の「１億円保障制度」を提案してきました。その内容は
我が国では前例のない生命保険と損害保険のセット商品であり、当時のどの
保険商品より、高額かつ広範囲の保障を提供しうるものでした。 

昭和４６年６月 
全国の法人会での受け入れ態勢、金融機関における保険料の口座振替のネットづくり等、様々な
問題を乗り越え、昭和４６年６月、全国一斉に取扱いをスタート。取扱いを開始するやいなや、予想を
はるかに上回る会員からの申し込みがありました。 

以来３０年 
本制度は、常に会員企業にとって最善の制度になるよう社会事情の変化に 
対応して、制度内容の改訂を行い、会員企業の企業防衛制度として、多くの 
会員の方々から支持されてまいりました。 

進化をつづける制度内容 
平成１０年 「健康体割引特約」の導入 
平成１３年 「企業保障プラン」・「社員保障プラン」に無配当タイプを創設 
 「企業保障プラン」に総合型２１を導入 
平成１４年 「企業保障プラン」・「社員保障プラン」に無解約払戻金型（Ｚタイプ）を創設 

・小さな負担で大きな保障 
・幅広い保障 
・損金算入 

－３１－



ごぞんじですか？ がん保険のこと！ 

石見大田法人会の皆様へ 
　アメリカンファミリー生命の 
「がん保険」は、石見大田法人会でも大変多く 
の方にご契約いただいております。 

ご契約件数 4,148件 
（個人契約と家族契約の合計：複数証券をお持ちの方は重複してカウント） 
－アメリカンファミリー生命「エリア別加入状況分析（都道府県別）」２００２年６月６日調べ－ 

石見大田法人会におけるお支払い状況 
●がん保険給付総件数・金額 

●がん入院給付金のお支払いに関するデータ 

39件 1億3455万2000円 
入院給付金平均支払日数：137.0日　通院給付金平均支払日数：24.1日 

1位 胃 

2位 肝臓 

3位 

1位 乳房 

その他 

その他 

2位 

3位 結腸 

支払いが多い部位トップ3

男性 女性 

島根県全体 
年齢別・男女別 

20
歳
未
満 

20
〜
２９
歳 

30
〜
3９
歳 

40
〜
4９
歳 

50
〜
5９
歳 

60
歳
以
上 

50歳以上では、 
男性の支払いが 
多い！ 

0

500

1,000

1,500

2,000

支払 
証券件数 

男性 
女性 

－アメリカンファミリー生命保険金部２００２年１月２９日調べ－ 

特に、女性（配偶者も含めて）の方はお早めのご契約をおすすめします。 

一般的に 女性は３０歳代より、男性は４０歳代より 
「がん年齢」（がんにかかりやすくなる年令）といわれております。 

全国がん年齢階級別羅患率１９９３年推計値　厚生省「生活習慣病のしおり’９９」より 

がん保険にプラスできる《充実ＰＡＣＫ》、《特約ＭＡＸ》などもご案内 
しておりますので、是非ご検討ください。 

保険の内容につきましては、パンフレット、契約のしおり・約款をご覧ください。 

■引受保険会社 ■お問い合わせ・お申し込みは 

アメリカンファミリー生命保険会社 
中国営業本部　島根支社 

〒６９０‐０００７松江市御手船場町５５１ニッセイ松江ビル４Ｆ 
ＴＥＬ（０８５２）3 1‐8 5 4 4　ＦＡＸ（０８５２）3 1‐8 5 5 3 
ＡＦＬＡＣホームページアドレスhttp://www.aflac.co.jp/

石見大田法人会0854-82-0765
代理店 �チェスト 0854-82-2226 
 松 栄 � 0854-82-6730 
 水 利 工 材 0854-82-7753 
 大塚美佐子 0855-65-2138

－３２－



国
税
庁
で
は
、
納
税
者
の

皆
さ
ん
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
パ
ソ
コ
ン
に
対
す
る
一

定
の
認
識
に
立
っ
た
上
で
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
電
子

申
告
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向

け
て
、
シ
ス
テ
ム
構
築
等
の

検
討
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
現
在
検
討
し
て

い
る
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
本
シ
ス

テ
ム
」
と
い
い
ま
す
。）
の

利
用
に
関
す
る
概
要
を
説
明

し
ま
す
。

�

利
用
対
象
者

現
段
階
に
お
い
て
は
、
�

所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税

の
申
告
、
�
各
税
法
に
規
定

さ
れ
て
い
る
申
請
及
び
届
出

（
納
税
証
明
書
の
請
求
及
び

発
行
を
含
む
。）
�
納
税
及

び
手
数
料
納
付
の
手
続
き
を

行
う
納
税
者
を
前
提
と
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で

き
る
環
境
を
有
し
て
お
り
、

か
つ
、
電
子
署
名
用
の
電
子

証
明
書
を
保
有
し
て
い
る
方

が
利
用
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
税
務
代
理
の
権
限

を
有
す
る
税
理
士
等
も
利
用

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま

す
。

�

開
始
届
出
書
の
入
手
、

作
成
、
提
出

本
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
当

た
っ
て
は
、
な
り
す
ま
し
を

防
止
す
る
な
ど
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
確
保
の
観
点
か
ら
本
人

確
認
を
厳
格
に
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
事
前
に
「
電
子
申
告

等
開
始
届
出
書
」
を
書
面
で

所
轄
税
務
署
に
提
出
し
て
い

た
だ
く
方
向
で
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
開
始
届
出
書
の
提

出
は
、
本
シ
ス
テ
ム
を
利
用

す
る
た
め
の
共
通
的
な
手
続

と
し
て
、
一
度
行
え
ば
、
申

告
手
続
だ
け
で
な
く
、
申

請
・
届
出
等
及
び
納
付
手
続

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
開
始
届
出
書
の
様

式
は
、
各
税
務
署
窓
口
で
受

け
取
る
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
て
入
手
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

�

利
用
者
識
別
番
号
、
仮

暗
証
番
号
の
受
領

開
始
届
出
書
を
提
出
さ
れ

た
後
、
税
務
署
に
お
い
て
所

要
の
処
理
を
行
っ
て
か
ら
利

用
者
識
別
番
号
及
び
仮
暗
証

番
号
（
仮
称
）
が
郵
送
さ
れ

ま
す
。

利
用
者
識
別
番
号
及
び
仮

暗
証
番
号
に
つ
い
て
は
、
受

付
シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
す

る
際
、
本
人
認
証
の
た
め
に

必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
り

ま
す
の
で
、
利
用
者
本
人
の

責
任
に
お
い
て
物
理
的
な
盗

難
等
の
事
故
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
管
理
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
仮
暗
証
番
号
に
つ

い
て
は
、
郵
送
さ
れ
た
時
点

で
は
あ
く
ま
で
も
「
仮
」
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
受
付
シ
ス

テ
ム
へ
ロ
グ
イ
ン
し
て
暗
証

番
号
に
変
更
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

�

申
告
等
デ
ー
タ
の
作
成

等
に
使
用
す
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
入
手

本
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
専
用
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
が
必
要
と
な
り
ま

す
。こ

れ
に
関
し
て
は
、
国
税

庁
に
お
い
て
準
備
す
る
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
す
る
ほ

か
、
こ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

デ
ー
タ
の
形
式
及
び
そ
の
構

造
に
つ
い
て
仕
様
公
開
す
る

こ
と
に
よ
り
、
本
シ
ス
テ
ム

へ
の
対
応
機
能
が
付
加
さ
れ

た
市
販
の
財
務
・
会
計
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
す
る
こ
と

も
可
能
と
す
る
方
向
で
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

�

受
付
シ
ス
テ
ム
ロ
グ
イ

ン
時
の
本
人
認
証

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
起
動

し
、
受
付
シ
ス
テ
ム
へ
の
ロ

グ
イ
ン
画
面
上
で
利
用
者
識

別
番
号
及
び
暗
証
番
号
の
入

力
に
基
づ
い
て
本
人
認
証
が

完
了
す
る
と
デ
ー
タ
送
信
等

の
画
面
に
遷
移
し
ま
す
。

�

申
告
等
デ
ー
タ
の
作
成

申
告
等
デ
ー
タ
の
作
成
に

関
し
て
は
、
現
在
の
申
告
書

等
の
様
式
に
準
じ
た
入
力
画

面
に
必
要
事
項
を
入
力
す
る

こ
と
で
申
告
書
、
申
請
書
等

が
作
成
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
ま
す
。

�

電
子
証
明
書
の
登
録
等

申
告
等
デ
ー
タ
を
送
信
す

る
際
に
は
、
納
税
者
本
人
か

ら
の
送
信
事
実
と
デ
ー
タ
改

ざ
ん
の
有
無
の
確
認
が
で
き

る
よ
う
電
子
署
名
及
び
電
子

証
明
書
を
添
付
し
て
い
た
だ

く
方
向
で
検
討
し
て
い
ま

す
。受

付
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

は
、
デ
ー
タ
受
信
時
に
そ
の

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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電
子
署
名
が
申
告
等
の
名
義

人
本
人
の
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
を
電
子
証
明
書
に
よ
り

個
別
に
確
認
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
確
定
申
告
期
限
の

ピ
ー
ク
時
に
お
い
て
、
こ
れ

ら
の
機
能
を
短
時
間
に
行

い
、
送
信
者
へ
受
信
通
知
を

で
き
る
だ
け
早
く
返
す
た
め

に
、
受
付
シ
ス
テ
ム
へ
の
初

回
ロ
グ
イ
ン
時
に
、
電
子
証

明
書
を
登
録
し
て
お
い
て
い

た
だ
く
仕
組
み
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

	

デ
ー
タ
の
送
信

デ
ー
タ
送
信
の
画
面
に
お

い
て
、
送
信
す
る
申
告
等

デ
ー
タ
を
指
定
し
、
送
信
を

行
い
ま
す
。

な
お
、
第
三
者
作
成
の
証

明
書
（
保
険
料
控
除
証
明

書
、
医
療
費
の
領
収
書
な

ど
）
で
、
電
子
デ
ー
タ
に
よ

る
送
信
が
困
難
な
添
付
書
類

に
つ
い
て
は
、
別
途
郵
送
等

に
よ
り
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。




送
信
直
後
の
確
認

デ
ー
タ
送
信
が
完
了
し
た

後
、
即
時
に
受
付
シ
ス
テ
ム

か
ら
デ
ー
タ
送
信
に
つ
い
て

の
成
否
等
の
概
略
と
し
て
即

時
通
知
を
受
信
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

即
時
通
知
は
、
あ
く
ま
で

も
受
信
す
る
に
足
る
一
定
の

デ
ー
タ
形
式
等
を
具
備
し
て

い
る
か
ど
う
か
の
確
認
結
果

を
通
知
す
る
に
と
ど
ま
り
ま

す
。し

た
が
っ
て
、
受
付
シ
ス

テ
ム
で
正
常
に
受
信
さ
れ
た

か
ど
う
か
の
判
定
の
ほ
か
、

受
付
番
号
、
送
信
者
に
関
す

る
利
用
者
識
別
番
号
等
が
通

知
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。な

お
、
こ
の
通
知
に
お
い

て
デ
ー
タ
が
正
常
に
受
信
で

き
な
か
っ
た
旨
の
表
示
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
内
容
を

確
認
し
訂
正
等
を
行
っ
た
上

で
再
度
同
じ
手
順
で
送
信
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

�

送
信
デ
ー
タ
の
内
容
確
認

受
付
シ
ス
テ
ム
で
の
デ
ー

タ
受
付
に
当
た
っ
て
は
、
送

信
直
後
に
行
う
デ
ー
タ
形
式

等
の
チ
ェ
ッ
ク
と
は
別
に
、

送
信
し
た
申
告
等
デ
ー
タ
の

基
本
的
事
項
（
納
税
者
名
、

住
所
等
）
に
係
る
内
容
確
認

を
行
い
ま
す
。

こ
の
確
認
結
果
と
し
て
の

受
信
通
知
は
、
送
信
直
後
の

即
時
通
知
に
比
べ
て
詳
細
な

内
容
と
な
る
こ
と
か
ら
、
即

時
通
知
の
確
認
後
、
あ
る
程

度
の
時
間
を
置
い
て
再
度
受

付
シ
ス
テ
ム
へ
ロ
グ
イ
ン

し
、
受
付
シ
ス
テ
ム
内
に
用

意
す
る
納
税
者
ご
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
で
確
認
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。な

お
、
税
理
士
が
代
理
送

信
し
た
場
合
は
、
納
税
者
本

人
と
税
理
士
の
双
方
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
に
受
信
通

知
を
返
し
ま
す
。

�

納
　
付

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
バ
ン

キ
ン
グ
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
を
利

用
し
た
電
子
的
な
納
付
（
納

税
や
手
数
料
の
納
付
）
の
実

現
の
た
め
に
は
、
国
税
庁
に

お
け
る
本
シ
ス
テ
ム
開
発
に

と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
銀
行
や

金
融
機
関
等
外
部
の
シ
ス
テ

ム
開
発
と
納
付
済
デ
ー
タ
が

電
子
的
に
国
税
庁
に
送
信
さ

れ
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｍ
Ｐ
Ｎ
）
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

た
め
に
関
係
各
機
関
と
の
間

に
お
い
て
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

納
税
に
関
し
て
は
、
全
税

目
を
対
象
と
し
、
登
録
免
許

税
な
ど
申
告
納
税
方
式
に
基

づ
く
国
税
の
納
付
手
続
と
異

な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
関

係
省
庁
と
も
連
携
し
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
手
数
料
の
納
付
に

つ
い
て
は
、
政
府
側
の
収
納

機
関
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
歳
入

金
電
子
納
付
シ
ス
テ
ム
と
連

携
し
て
納
付
を
可
能
と
す
る

仕
組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
の
話
が
進
ん

で
い
ま
す
。
わ
が
法
人
会
報

天
領
の
管
轄
区
域
は
広
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
の
姿

を
心
配
し
て
い
ま
す
。

三
瓶
小
豆
原
の
埋
没
林
も

三
瓶
自
然
館
で
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
さ
れ
、
多
く
の

方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

石
見
銀
山
遺
跡
も
、
世
界

遺
産
指
定
へ
向
っ
て
、
着
々

と
条
件
整
備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
将
来
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

大
森
の
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
域
も
修
景
整
備
が
進

捗
し
て
い
ま
す
。

当
地
域
は
県
央
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
と
し
て
、
又
、

史
跡
観
光
都
市
と
し
て
の
体

裁
を
整
え
つ
つ
あ
り
、
喜
ば

し
い
限
り
と
思
い
、
会
報
の

編
集
に
も
力
を
注
い
で
お
り

ま
す
。
（
広
報
部
　
渡
辺
）

編
集
後
記



中央しんきんでは、 
様々な住宅ローンをご用意いたしております。 

資金使途 

融資金額 

期　　間 

担　　保 

特　　長 

住宅ローン だんらん リフォームローン ライフアップローン 瓦っこ 

新築資金・土地購入資金 
増改築資金 

５，０００万円以内 

木造 ２５年以内 
耐火構造 ３０年以内 

要 

新築資金・土地購入資金 
増改築資金 

特に制限ありません 

木造 ２５年以内 
耐火構造 ３０年以内 

要 

新築増改築に 
柔軟に対応します。 

３年・５年・１０年の 
固定金利が選択でき、 
有利です。 

住宅増改築資金 

５００万円以内 

１０年以内 

原則不要 

増改築専用資金 
手続き簡単です。 

住宅増改築・インテリア、 
エクステリア関連・ 
水回り工事・介護設備・ 
その他住宅に関する全般 

「ゆりかごから墓場まで」 
介護・住宅・生活関連全 
てに対応します。 
手続き簡単です。 

３００万円以内 

１０年以内 
（保証会社により５年～１０年） 

不要 

地場産業発展の為、特に 
低金利の設定として 
おります。 
手続きも簡単です。 

石州瓦を使用した住宅 
の屋根替え工事及び 
付帯工事費用 

３００万円以内 

１０年以内 
（保証会社により５年～１０年） 

不要 

森田製菓株式会社 真心で奉仕する 

流通センター 〒６９４‐００４１島根県大田市長久町長久ロ１７６‐１９ 

菓子・土産・冷菓飲料（ダイドードリンコ）卸 

代表取締役　森　田　博　久 

株式 
会社 

お客様の身になって住まいづくりを 

設計・管理・施工　綜合建設業 
代表取締役　勝　部　謙　吉 

大田市大田町大田ロ９８５番地４　TEL（0854）82－0394� 

葬儀一式・寝台車（病院～自宅）・生花・花輪・各種灯籠 

（有）シマヤ 
大田市久手町９号線二中入口 

TEL （０８５４）82－0532 
FAX （０８５４）82－9635

クルマのことならなんでもお気軽にご相談ください。 

山 内 石 油 
TEL88-2012　有線21-0754

山内モーター 
TEL88-2011　有線21-0513 
島根県邇摩郡仁摩町大字仁万町 
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